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は じ め に

当協会は,わ が国における情報処理の発展に資するため,昭 和43年 以降海外に

調査員を派遣 し,ア メリカおよびヨーロッパ諸国における情報処理の実態を明ら

かにしてまいりました。

本年度の調査は,米 国における情報サービスの動向を調査することとし,コ ン

サルティング会社,ソ フ トウェア会社,お よび通信サービス会社等を訪問すると

ともに,全 米コンピュータ会議(NCC'86)に 参加いた しま した。ここにその

結果をとりまとめましたので,海 外の情報処理に関心をもたれる方々のご参考に

なれば幸いに存 じます。

なお,本 調査の実施に際してご支援,ご 協力を賜った調査訪問先等,関 係各位

に対 し,心 より感謝の意を表 します。

昭和62年3月

働 日本情報処理開発協会
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1.調 査 の概 要

1.1調 査 目的

米国における情報処理に関す る実態と動向を把握するため,最 新技術の利用と応用を中心テーマ

として開催された,NCC'86「 米国コンピュータ会議」への出席と米国の代表的な情報処理関

連企業を調査 し,我 が国の情報産業の発展に資する。

1.2調 査 機関

昭和61年6月15日(日)～ 昭和61年6月29日(日)

1.3調 査 事項

(1)全 米 コ ンピュー タ会議

② コン ピュータサー ビスの現 状

(3)コ ン ピュータ技術の動 向

(4)そ の 他

1.4調 査 員

福田 修 総務庁 統計センター管理部 情報処理課 操作第二係長

1.5調 査企業等の概要

(1):NCC'86(6月16日 ～19日)LasVegasConventionCenter

「経 営 者,プ ロフ ェ ッ シ ョナ ル,ユ ー ザの ため の絶 え 間 な く広が るコ ン ピュー テ ィ ング

"D
ynamicDimensionsofcomputing:ImplicationsforManagement,Professionalsand

Users."」 を メインテーマ に,人 口知能,ネ ッ トワーキ ング,パ ー ソナル ・コ ンピューテ ィング,

システ ム ・マネ ージメ ン ト,OA等 の テーマに よる合計約100の 技術 セ ッション,専 門家 のため

のセ ミナー,500社 以 上が新製品 などを出展す る展示会を中心 と した世界最大 の情報 関連会議。

(2):AppliedDataResearch,Inc.

米 国 屈 指の大手 ソフ トウ ェア会社 。最 近 は特 にパ ー ソナル ・コ ンピュータの アプ リケ ー シ ョ

ン ・ソフ トの開発に力を入れて いる。特 にIBMのPCシ リーズ用 ソフ トを開発 してお り,デ ー

タベー スの利用 ソフ ト,通 信用 ソ フ トウェアで は大 きな シェアを持つ。
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(3):McGrow-HillInc.

米 国 の代表的 出版会社。情報処理,通 信分野 におけ る情報の提供の他に,経 済,ビ ジネス,教

育の分野で も情報の提供 を行 って お り放送業 も手が けてい る。 また,こ れ らば く大 なデー タ量を

利用 してデー タベ ース ・プ ロデューサ と して,EMIS,McGraw-HillNewBusinessBooks/SOFTWARE,

PLATT'SDATABANKな ど のデータベ ースを提供 して いる。

(4):MCICo㎜unicationsCorp.

通 信 サー ビス会社。通信供給の多 い区間を 自社の マイ クロウェーブ回線で結 び,他 はAT&T

回線 を使 うとい うSCC(特 殊 通信会社)と して発足。 いわゆ る米国の 「第二電電 」の は しりで

あ り旗頭 であ る。現在 はIBMが 主 要株主 と して参画 して い る。

(5):QuantumScienceCorPoration

1961年 に設立 された コ ンピュータお よび コ ミュニ ケー ション関連 のアメ リカを代表す る調査会

社。特 に,企 業 にお ける新 しいコ ンピュー タ ・コ ミュニ ケー ション技術,メ イ ンフ レーム,ネ ッ

トワークサー ビス等の分野の調査で は定評があ る。同社の提供す るサー ビスは,MAPTECマ

ルチ ・クライア ン ト調 査およ び経営 コンサルタ ン ト等を行 って いる。

(6):SourceTelecomputingCorporation

米 国 の代表的 な一般 向けオ ンライ ン ・データベー ス ・サ ー ビス業社。同社の提供 して いるオ ン

ライ ン ・サー ビス"ザ ・ソース"で は,約800の デ ータベ ース ・サー ビスの ほか,ビ ジネスおよ

び コンシューマ ー分野 に対 す るイ ンフ ォメー シ ョン ・サ ー ビスを提供 して いる。

(7)GTETelenetCo㎜unicationsCorp.

GTECorporationの 事 業 グループの一 つ。現 在,世 界最大のVAN(ValueAddedNetworks)

業者 として,公 衆 ネ ッ トワー ク ・サー ビス,専 用 ネ ッ トワー ク ・サー ビスを は じめ,ネ ッ トワー

ク ・アプ リケー シ ョン ・サー ビス,端 末 ・国際 システム ・サ ー ビスお よび金融情報 サー ビスの5

部 門で付加価 値サ ー ビスを提供 している。

(8}PatoAltoManagementGroup,Inc.

米 国 の代 表的な情報処理 および通 信関係 の コンサル タ ン ト・グループ。大手企業 に対 する専 門

の調 査 ・研 究を事業活動 の中心 と している。 ここで は,専 門家 によるソフ トウェアおよびネ ッ ト

ワー ク ・サー ビス等 に関す る特別セ ミナーを受講 した。

(9)CHEVRON

サ ン フランシスコに本社 を持つ石油 メジャーの一つ。売 り上 げ ・利益 と もに全米企業 中富 に ト

ップ10以 内 に ラ ンクされ る。 コンピュー タ ・ユーザ と して もIBMの ビ ッグ ・ユーザ と して有名。

特に通信 システ ムにつ いては,数 千の端末を持つSNAネ ッ トワー クを構築 してお り,先 進 的ユ

ーザ といえ る
。
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2.米 国における情報産業の動向

2.1ハ ー ドウ ェ ア の 動 向

コンピユ三夕機器産業(SIC3573)に よる出荷額は・1987年 には,経 常 ドルで2 .6%増

加すると思われる。 この率は,結 果としては1986年 の4.2%よ りも少ない。

スーパー ・ミニコンピュータおよびハイエン ド・マイクロコンピュータのような製品の場合には

健全な成長が確保されているものの,米 国コンピュータ機器産業は,全 体的に一年以上 も需要の低

迷に直面 してきた。ユーザの需要 は,ま すます価格に敏感になってきてお り,購 入決定において技

術の果たす役割は減少 している。たとえば8ビ ットおよび16ビ ットのマイクロコンピュータのよ

うに標準化されて しまった製品については,低 価格化が需要の増大にっながるため,国 外の供給者

からの低価格機器が米国市場にかなり侵入 して きている。産業は,需 要が立ち上が ったとき軽減す

ると思われるいくつかの短期的問題に直面 しているが,長 期間にわたる産業構造上の間接的影響の

傾向がいくつか現れている。価格競合の結果生 じた国外競合者の実力の成長および多 くの製品の標

準化は,一 部の米国の製造者の失敗および産業の統合の一因となっている。米国の生産の大部分は,

米国製造業者が価格競合を続けようとするために,米 国外へと移 ってしまった。その結果が,産 業

における米国の従業員の削減 およびヲンピュ一夕機器における貿易収支の黒字の減少とであった。

しかし,米 国の多くの企業は,特 定の国内市場部門に取り組み,健 全な海外市場に力を移すことに

よって繁栄することができた。

1)現 状

1986年の コンピュータ機器産業は,国 内市場の低迷に直面 したが,比 較的海外では強力な需要

があった。 しか し,1985年 には多 くの企業が ドル高の転換期に入 った海外生産地か らこれらの外

国市場に供給 した。この構造のために,1985年2月 以来のアメリカ ・ドルの下降は,コ ンピュー

タ機器の米国輸出がこれとほぼ同 じ期間に目にみえて上昇することを期待 していなかった。実 際

米国のコンピュータ機器および部品の輸出額は,1986年 中約5%低 下 した。

米国の製造業者は国内の市場需要では不況に直面 したが,価 格に敏感なローエンドの外国輸入

機器は大量に流入 し,1986年,輸 入は推定26%も 急増 した。たとえば,1986年 の米国の韓国製コ

ンピュータ製品の輸入は,70%増 加 し,6億 ドル以上に達した。これはこの地域の他の国々より

コンピュータ製品に関 しては速い成長率である。シンガポールおよび台湾か らのコンピュータ輸

入は,1986年 にはどちらも10億 ドル増加 した。これらの三国だけで,米 国の合計貿易収支の赤字

は20億 ドル以上になった。 これらの国々は技術的専門知識においては米国より遅れているが,製

品の標準化が,彼 らに米国マイクロンステム市場の末端において米国供給業者の恐るべき競合者

となる機会を提供 した。
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表2-1最 近の実績 と予測:コ ンピュータ装置(特 に注のないかぎり単位は百万 ドル)

一

心

ー

パ ー セ ン ト 変 化

長 期 変 化 単 年 度 変 化

1984 19851 19862 19873 1972-84 1979-84 1984-85 1985-86 1986-87

産 業 デ ー'夕

出 荷 額4 53,524 51,383 49,225 50,505 19.3 20.0 一40 一4
.2 2.6

従 業 者 数 374 340 316 316 8.2 6.4 一9
.0

一7
.1 0.0

工場労働者 158 130 114 114 7.7 5.3 一17
.6

一12
.3 0.0

時間あたりの利益 9.77 10.00 10.30 一 7.3 9.0 2.3 3.0 一
生 産 デ ー タ

出 荷 額` 49,275 47,304 45,317 46,495 19.0 19.3 一4
.0

一4
.2 2.6

貿 易 デ ー タ
輸 入 額6 7,834 8,285 10,439 13,571 一

51.4 5.8 26.0 30.0
輸 出 額7 13,511 13,964 13,266 13,929 21.2 19.7 3.4 一5

.0 5.0
輸 出/出 荷率 0,270 0,237 0,293 0,300 1.8 0.0 一12

.4 23.8 2.4

1

2

0
0
4

輸出,輸 入以外は予想値
推 定
予 測
コンピュータ装置産業の製品, サービス全売上額

5全 産 業の 中で コ ンピュータ装置産業 と分類 された ものの価格

6輸 入 データは筆者 による もので あ り,CIF評 価 基準 による。

7輸 出データは筆者 による。

出典:ア メ リカ商務省IndustrialOutlook



表2.2先 進主要国におけるコンピュータ機器および部品の貿易の変化

パ ー セ ン ト

国
1984-85 1985-86(3mos.)

国

国

独

ス

ア

本

ン

リ

出

ラ

タ

米

菓

西

ブ

イ

日

輪

国

国

独

ス

ア

本

ン

リ

入

ラ

タ

米

菓

西

ブ

イ

日

輪

十3.4

十28.0

十30.9

十125.0

十60.0

十4.8

十5.8

十10.0

十21.2

十68.0

十46.0

十15.3

9.8

15.8

十3.9

NA

NA

十 〇.2

十25.6

-17
.0

-4
.7

NA

NA

-28
.8

1985年第1四 半期か ら1986年第1四 半期までの変化を示 した。

ソース:米 国商務省,各 国貿易統計

日本の製造業者は全範囲のコンピュータ製品を生産する。 しかし,1986年 の米国市場への彼 ら

のコンピュータ出荷の大多数は,小 規模な周辺装置およびシステムであった。日本企業は,こ れ

らの機器においては,低 価格,大 量生産という点でまさっている。 コンピュータ機器および部品

での米国の日本に対する貿易収支の赤字は,1986年 には約30億 ドルになり,1985年 よりも10億 ド

ル以上増加 した。

貿易および競合の状態によって,米 国のコンピュータ機器産業の雇用は急降下 して しまい,

1985年 は9%,1986年 は推定7%降 下 した。生産労働者数は,さ らに強烈に減少 し,1985年 は18

%,1986年 は12%減 少 した。

機器産業の周辺装置および部品部門は不況の矢面に立ち,1986年 には,そ れぞれ推定11%お よ

び6%出 荷額が減少 した。外国の製造業者,特 に ドット・マ トリクス ・プ リンタやフレキシブ

ル・ディスク駆動装置のようなローエン ド・マイクロンステム周辺装置の生産者 との激 しい競合

が,主 な原因である。米国のマイクロンステム周辺装置製造業者,特 に価格競争力の持続に努め
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ているディスク駆動装置の供給業者は,海 外生産への移行を続けた。これは,米 国の部品生産減

少の一因 となった。なぜなら,多 くの部品が海外生産地に近い外国の供給業者か ら調達できたか

らである。

しか し,市 場調査会社のIDCに よれば,モ デム,ハ ー ド・ディスクとフレキシブル ・ディス

ク駆動装置,お よびプ リンタの米国市場は,1986年 に19%増 加 し,110億 ドルとなった。これ ら

の製品の売上数量は,18%増 加 し,2,100万 個であった。 このうちフレキシブル ・ディスク駆動

装置は売上の60%を 占めていた。売上数量には,海 外資源からのマイクロコンピュータ用のプリ

ンタ,モ ニター,端 末装置,お よびフロッピーディスク記憶装置も含まれている。

この産業の全体的低迷の一因となっているもう一つの主要な要素は,広 範なコンピュータ ・ユ

ーザーによる資本支出の後退であった。1986年 に,新 しい設備および機器に対する実質的計画的

支出は,前 年より2.5%低 下 した。コンピュータ機器産業の最大の顧客である製造部門は,耐 久

財に対する支出において,や はり6%と いう大 きな減少率を示 した。ユーザーは,価 格と使用性

に特に注意を払うようになり,コ ンピュータ獲得の提案に対する吟味を増 した。

2)1987年 の概観

1987年 には,コ ンピュータ機器産業の歴史的大型貿易収支は,引 き続 く輸出の停滞と輸入の大`

きな成長により浸食 され,赤 字に転 じるであろう。プリンタ,端 末装置,お よび磁気ディスク装

置のような製品の米国市場における輸入の浸透 は,30%を 超えるであろう。

1986年前半を通 しての順調な安定 した成長は,1987年 の米国スーパーコンピュータの出荷額が

31%増 加 して6億8000万 ドルになることを示す ものである。60台 以上が,大 多数は米国内の顧客

へと納品されると思われ る。国内需要の約半数に上 る政府部門への出荷は,国 防機関および研究

、団体か らの大 きな購入によって導かれるべ きである。米国の供給業者は,産 業に対する売上,特

に化学,薬 学,お よび金融サービス部門のような新 しいアプ リケーションの領域における初めて

のユーザーに対する売上の増加を続けるであろう。

スーパーコンピュータへの関心は,海 外でかな り増大 してきた。米国の製造業者は,主 な外国

受注先であるヨーロッパへの輸出の増加を期待されている。彼らは,ア ジアおよび南アメリカで

の科学的および工学的団体への好調な売上見通 しを持 っている。 しか し,こ れらの顧客への出荷

は,高 度技術の輸出に関する輸出規制により制限されるかもしれない。

メインフレームに対する注文は増加するであろうが,あ まり多 くはないだろう。1987年 の出荷

額は,1986年 よ りも4%増 の約100億 ドルが見込まれている。低費用で大きな処理能力を持つ新

しいメインフレーム製品の発表が予定されている。

中型コンピュータ市場 は,1987年 にわずかに向上するだけであろう。米国の出荷額は,そ ら

く9%の 増加で,104億 ドルになると思われる。市場のいくっかの部門は他の部門よりも好調で
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あろう。特に,よ り強力な機能的コンピュータの使用によって競合的にかなり優位な立場に立で

る産業への売上,ま たはコンピュータ技術において最新のものが重要であるような技術的産業的

領域での売上が好調であろう。適切で垂直的な市場は,汎 用目的の販売市場よりも成功するだろ

う。供給業者は,で きるだけ多 くのユーザーの需要に一致させ,全 生産ラインと互換性のあるソ

フ トウェアを提供するために,生 産ラインの拡張に努めるだろう。また彼らは,彼 らのシステム

と他のベ ンダーの システムの相互接続を可能とするような通信ネットワーキング製品も提供する

であろう。

米国のマイクロンステム産業にとって,1987年 は,非 常にゆるやがな成長の年 となるであろう。

マイクロンステムの出荷額は,米 国を根拠地とする供給業者が期待 した5%増 よりも15,000ド ル

少なく,63億 ドルであった。出荷台数は,米 国供給業者が高度な付加価値システムに移行 したた

め,わ ずかに減少 した。 しか し,米 国市場は10%増 大 し,161億 ドルになるであろう。 ビジネ

ス/専 門家用システムは,全 マイクロンステム販売額60%以 上の額となると思われる。

米国市場需要の増加は,東 アジア地域,特 に韓国および台湾の供給業者からの輸入増加 と主に

一致す るであろう。外国の供給業者は,他 の世界市場において もさらに競合するようになるだろ

う。そのため,米 国企業に対する競合 も増すであろう。それにもかかわらず,大 部分の外国市場

での米国の市場占有率が,特 に,知 的財産に提供される保護を増大させる法律が最適通過または

提案された国々での占有率が,拡 張するだろう。米国では,マ イクロコンピュータのパ ッケー

ジ ・ソフ トウェアに対する需要が,30%と いう妥当な成長率で増加 し,1987年 は41億 ドルの売上

に達するであろう。

製品の標準化が,さ らに産業における統合を導 くと思われる。価格は,利 益全体と同様に低下

するだろう。その結果,多 くの企業の倒産,統 合,お よび買収が起こるであろう。製造 コス トお

よび原材料 コス トを低下させる努力を して,多 くの米国企業は,主 として東アジアに位置する海

外地での生産を継続させるだろう。OEM協 定は,独 自の機能の構築を望まないあるいはできな

いこれ らの企業に,ま すます人気 となるだろう。

3)長 期的展望

機器産業における製品の標準化が増加 しているため,米 国の企業は,将 来の市場の大部分を外

国供給者 に占領されると予測 している。標準化のために,特 殊のシステムや製品の市場が,か え

って隆盛 となる効果 もある。 しかし外国の競合者は,こ れらの高付加価値市場にも進出するだろ

う。

コス ト・パフォーマンスの向上,全 面的価格引下げ,お よび外国との競合により,マ ーケティ

ングと流通が,標 準化製品部門において生き残 るための鍵となるだろう。

国際市場は,米 国市場より急速に成長を続け,米 国の供給業者は,輸 出へより集中するか,ま
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たは戦略的国際提携の形成を余儀な くされるであろう。

スーパーコンピュータ市場は,今 後5年 間急速に拡張するだろう。費用削減および論理チップ

やメモ リー ・チ ップの性能向上により,こ の市場はさらに供給可能となるだろう。 しか し,国 家

予算削減が,政 府支援を受ける非防衛機関および大学による購入延期やキャンセルを引き起こす

かもしれない。米国の供給業者は,大 量の並行プロセッサ構造に基づ くコンピュータ ・システム

の製造業者との競合に直面するだろう。このような競合者の成功は,こ うしたコンピュータの潜

在能力とその利用拡大に従事する新 しいソフ トウェア製品(オ ペ レーティング ・システム,言 語,

プログラマ ・ツール,お よびアプ リケーション ・ソフ トウェア)の 開発能力 しだいである。

日本との競合は,日 本が政府支援R&Dプ ログラムで習得 したものを商業的製品の開発に適用

するにつれて,激 しいものとなるだろう。これ らの指導的供給業者の一つは,1990年 までに約

100シ ステムの販売目標を掲げている。 この挑戦に対応 して,米 国の製造業者は,ハ ー ドウェア

およびソフ トウェア技術における指導的地位を維持 しなければならないだろう。

メインフレームは,1991年 までに1年 間6%弱 の平均増加率で適度に出荷額を増加 させるだろ

う。メインフレームはすでに多 く導入されており,小 型コンピュータとの競合 も増大す るため,

以前の高度成長率はおそ らく再現 しないだろう。

日本は依然として強力な競合者であり,お そらくい くっかの米国企業を上位10社 から追い払っ

て,メ インフレームの世界市場での地位を向上させるだろう。米国と外国競合者との将来の協力

は,外 国企業の米国市場へのアクセス拡大を可能にし,米 国企業の技術と資本の注入を可能にす

るだろう。

ミニコンピュータの成長率および利益可能 レベルは,残 り10年間を通 して適度に維持 されるで

あろう。技術的優秀性が,依 然として ミニコンピュータ市場のハイエンドにおける主要な力であ

りっづけるだろう。 しか し,標 準化がさらに広まるにつれ,ハ ー ドウェアへの価格圧力は強まる

だろう。 ミニコンピュータ市場の一層の成熟において,企 業は,大 量生産および販売技術にさら

に重点をお くだろう。小企業は,さ らに確実な企業との戦略的関係を求め,そ の結果,こ の産業

はさらに統合されるだろう。

ミニコンピュータ企業は,将 来,ヨ ーロッパおよび日本の大手企業との競合の増大に直面 しよ

うとしている。一部の外国企業は,中 型コンピュータを生産 しているが,低 レベルの性能機に集

中 しており,米 国製品との強力な競合品はまだ提供されていない。海外でも市場の需要が技術的

産業的アプ リケーションの増大にむけて広がる場合には,外 国の売主は,お そ らくハイエン ド競

合製品を発表するだろう。

マイクロンステムの国内出荷額は,1991年 までに年間5%の 割合で成長すると見込まれており,

1991年 には約77億 ドルに達す るであろう。米国市場は,実 に2倍 の速度で成長 し,240億1に

なると思われる。
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表2-3過 去 の傾向:コ ンピュー タ装置

(特に注のないかぎり単位は百万 ドル)

1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984

産業データ

出 荷 類 6,471 7,432 9,122・ 8,560 10,388 12,924 16,558 21,466 26,594 32,032 36,767 41,977 53,524

従 業 者数 145 155 177 163 166 193 232 274 305 321 338 354 374

工場従業者数 64.7 74.9 86.8 73.8 71.3 85.5 103 122 135 136 141 150 158

時間あたり利益 4.19 4.36 4.60 5.01 4.91 5.68 6.26 6.34 6.98 8.05 8.57 9.04 9.77

投 資 213 207 296 292 373 652 1,101 1,317 1,706 2,125 2,381 2,341 3,037

生産データ

出 荷 額2 一 7,085 8,668 8,443 10,136 12,673 15,769 20,399 25,658 30,157 34,751 39,529 49,275

貿易データ

輸 入 額3 一 一 一 一 一 一 770 984 1,179 1,685 2,354 4,499 7,834

輸 出 額 1,341 1,717 2,198 2,229 2,588 3,264 4,194 5,500 7,606 8,652 9,118 10,569 13,511

輸 出/出 荷額 0,291 0,424 0,254 0,264 0,255 0,258 0,266 0,270 0,296 0,287 0,260 0,255 0,270

-

り
'

3

コンピュータ装置産業製品,サ ービス全売上額

全産業の中で,コ ンピュータ装置産業と分類されたものの価額

輸入のデータは筆者によるものであり,CIFの 評価基準による

4輸 出データは筆者による。

出典:ア メ リカ商務省IndustrialOutlook



新 しいマイクロンステム製品および技術には, .より強力でアプ リケーションを特定 した,1チ

ップのマイクロコンピュータが含まれるようになるだろう。すなわち,従 来のデスク トップ ・モ

デルに匹敵するのに十分な性能と記憶機構を持つ低価格チ ップ トップ ・マイクロコンピュータ,

そ して大量のテキス ト,画 像,お よび音声を記憶,検 索,お よび混合す る能力を持 った供給可能

な読取/書 込用光磁気ディスク装置,さ らに,シ ステムを一層高性能で利用 しやす くするために

人工知能における進歩を利用 したシステムおよびアプ リケーション・ソフ トウェアめ開発である。

(参 考:米 国商務省IndustrialOutlook1987)

2.2情 報 処理サー ビスの動 向

1)コ ン ピュータ ・サー ビスの分類

米国 にお いて は,コ ンピュータ ・サ ー ビスを次の4っ の分野 に分類 して いる。84年 に おける

Input社 の 調査 によれば,情 報処理 サー ビス関連企業数 は7400社 を超 え ると推定 されていたが,

85年 の 同社調査 にお いて は,7300社 を上廻 るにとどまって いる。 これは,合 弁 ・吸収,小 さなベ

ンチャー ビジネ スの失敗 な どが原因 と思われ る。

ソフ トウェア

サー ビス

ア
プ

リ

ケ

ー

シ

ョ
ン
製

サ

ー
ビ

ス

ン
ス
テ
ム
製
品
サ
ー
ビ

ス

プ ロ フ ェ ッ シ ョ
・ナ ル サ ー ビ ス

教

育

・
訓

練

コ
ン
サ

ル

タ

ン
ト

ソ

フ
ト

ウ

ェ
ア
開

発

サ

ー

ビ

ス

そ
の
他

ター ンキー ・

システム

図2-1米 国 におけるコ ンピュータ ・サー ビスの分類

(1)処 理 サ ー ビス:ベ ンダーが 自分 の コンピュー タを使 用 して提供す るデータ処理 サー ビス
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(2)RCS(RemoteComputingservice):ベ ンダーの中央の コン ピュータとユ ーザの構内の タ

ー ミナルをデ ータ伝送 ネ ッ トワー クで接続 して提供す るデ ータ処理サ ー ビス
。

(3)FM(FacilityManagement):ユ ー ザのデータ処理 に関す るコンサル ティ ング,運 営および

管理 を行 うサ ー ビスで,コ ンピュータ設備 とEDP要 員 の提供す る2種 類のサー ビスがあ る。

(4)バ ッチ ・サー ビス:lt・ 一ザが ベ ンダーに処理の対象 とな るデータを届 けベ ンダーが コンピュ

ータを用 いて一括処 理を行 うサ ー ビス
。

(5)VAN(Value-addedNetwork)サ ー ビス;ベ ンダーが 自前の通信 回線 網を利用 して,プ ロ ト

コル変換,フ ォーマ ッ ト変換,フ ァイル変換,メ デ ィア変換等 の付 加価値処 理を行 うサー ビス。

⑥ ソフ トウェアサー ビス:コ ンピュータ ・システムを利用す るためのユーザに対 するアプ リケ

ー ション製品
,シ ステム製 品等の販売サ ー ビス。

(7)シ ス テム製 品サー ビス:コ ンピュータと通信 の結合 した システムを稼動 す るための基本的 プ

ログラムのサ ー ビス。

(8)ア プ リケー シ ョン製品サ ー ビス:各 種の業務処理を行 うため に,ユ ーザが購入す る業務処理

プログラム(各 種産業共通の計算処 理,財 務 会計等の一般事務用の プ ログラムサ ー ビスと銀行

等の特定事務処理用 プログラムサー ビスの2種 類があ る)。

(9)プ ロ フェッシ ョナルサー ビス:ユ ーザに対す るシステム ・デザイ ン,'プ ロ グラム作成,コ ン

サル タン ト,教 育,訓 練等 に関す るサー ビス(処 理サー ビス,ソ フ トウェア製品,タ ー ンキー

システムを除 く)。

0① ター ンキー システムサー ビス:ユ ーザが電源キーをいれ れば,す ぐに も利用で きる状態 で シ

ステムの提供 を行 うサ ー ビス。

2)情 報 処理サー ビス企業の売上高

情報処理 サー ビス企 業の売 上高 は,Input社 の 調査(84-85年)に よれ ば次 表の とお りで,

1984年 が405億 ドルであ ったの に対 し,1985年 は464億 ドルで,全 年比15%の 増 加 とな った。

企業種 類別 にみ ると,処 理サ ー ビスが全体の40%(189億 ドル)ソ フ トウ ェアサrビ スが26%を

占 めている。

一方
,伸 び率で みると,ソ フ トウェアサー ビスと,プ ロフェシ ョナルサ ー ビスが19%で,処 理

サー ビスが11%と 最 も低 い。

前回(83-84年)の 調査結果 を参考 にす ると,総 売上高 の伸 び率 は23%で あ ったが,.今 回(84

-85年)の 総 売上の伸 び率 は15%と 鈍 って いることがわか る
。 しか し,全 般に売上高伸び率 が低

下 して いるの に対 し,プ ロフェ シ ョナルサー ビスのみが急成長 して い る。 プロフェシ ョナルサー

ビスに はソフ トウェア開発サ ー ビスや,シ ステムデザイ ン,シ ステムイ ンテ グ レー トなどの業種

が含 まれてお り,売 上 高全体 に占め る割合はまだ20%程 度 と低 い ものの,こ れか らの成長が期待
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され る。

表2-4コ ン ピュータサー ビス企業の売上高 の推移

業 種
米 国 内 売 上(億 ドル)

1983年 1984年 1985年

処 理 サ ー ビ ス 128 170 189

成 長 率(%) 33 11

企 業 数(社) 2135 2150 2121

ソ フ トウェアサ ー ビス 78 100 119

成'長 率(%) 28 19

企.業 数(社) 2234 2500 2488

プ ロ フェシ ョナ ルサ ー ビス 74 78 92

成 長 率(%) 5 19

企 業 数(社) 1387 1450 1475

タ ー ンキ ー シス テ ム 49 57 64

成 長 率(%) 16 12

企 業 数(社) 1209 1300 1229.

売 上 高 329 405 464
A
口

成 長 率(%) 23 . 15

計
企 業 数(社) 6965 7400 7313

企業数の推移に着 目すれば プロフェショナルサービス企業を除いて減少 している。

1社 当たりの平均売上高伸び率を比較 してみると,83-84年 では処理サービスが31%の 伸びを

示 して最 も成長が著 しかったが,84-85年 では逆に12%と 最 も低い伸び率 となり,ソ フ トウェア

サービスが20%と 最 も高い値を示 している。また伸び率の年次変化をみると,プ ロフェショナル

サービスがO.8%か ら16%の 伸びと急成長 していることがわかる。短期間の推移のみで断定する

ことはできないが,こ れ らは,米 国における情報処理サービス業界が合併 ・吸収等により順調に

業績を伸ば しており,今 後,成 長産業として期待されるものの,成 熟期に入 りっっある傾向を表

している。また,処 理サービスの著 しい成長にブレーキがかかった反面,プ ロフェショナルサー

ビスおよびターンキーシステムの成長が今後期待される。
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表2-5コ ン ピ ュータサー ビス企業1社 当た り平均売 上高 の推移

業 種
1社 当 た りの売 上 高(万 ドル)

1983年 1984年 1985年

処 理 サ ー ビ ス

成 長 率(%)

600 790

31.7

891

12.8

ソフ トウェアサービス

成 長 率(%)

349 400

14.6

478

20.0

プロフェショナルサービス

成 長 率(%)

533 538

0.9

623

15.8

ター ンキ ーシステム

成 長 率(%)

405 438

8.1

520

18.7

合

計

売 上 高

成 長 率(%)

472 547

15.9

634

15.9

3)サ ー ビス種類別売上高の構成

提供するサービスの種類別に売上高の構成を見ると85年は処理サービスが前年に比べやや減 っ

たものの35%と 最 も多い。次いでソフ トウェアサービス,プ ロフェショナルサービス,タ ーンキ

ーシステムの1順になる。

フ'ロフェシ 日ナル

サービス

1984

$405f意 ドル

ブロフユシ ・ナル

サービス

1985

$464億 、ドル

図2-2サ ー ビス種類別売上高の構成

また,4種 類の各業種とも,各 業種の主な提供サービスが最 も高い売上高を示 していることは
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当然の ことといえ るが,成 長率 を見 ると,各 業種 と もプ ロフ ェシ ョナルサー ビスが20%の 高 い伸

び率を示 してい る。 また,処 理 サー ビスの伸び率 は10%と 最 も低 いことが共通にいえ る。

表2-6サ ービス種類別売上高 と成長率

サ ー ビ ス の 種 類(百 万 ドル)
A計

業 種 口

処 理 ソ フ}ウ ェ ア プロフェショナル タ ー ンキ ー

サ ー ビ ス サ ー ビ ス サ ー ビ ス シ ス テ ム

処 理 サ ー ビ ス

1984売 上 $13,941 $890 $1,271 $872 $16,974

1985売 上 15,343 1,034 1,519 971 18,867

成長率(%) 10% 16% 20% 11% 11%

ソフ トウェアサ ー ビス

1984売 上 $183 $8,615 $1,046 $193 $10,037

1985売 上 201 10,251 1,278 214 11,944

成長率(%) 10% 19% 22% 11% 19%

プ ロフ ェショナルサー ビス

1984売 上 $ ,578 $664 $6,283 $267 $7,792

1985売 上 636 798 7,508 298 9,240

成長率(%) 10% 20% 20% 11% 19%

ター ンキー システム

1984売 上 $191 $189 $255 $5,048 $5,683

1985売 上 210 228 307 5,622 6,366

成長率(%)' 10% 21% 20% 11% 12%

A計
口

1984売 上 $14,893 $10,358 $8,855 $6,380 $40,486

1985売 上 16,390 12,311 10,612 7,105 46,418

成長率(%) 10% 19% 20% 11% 15%
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4)売 上規模別マーケットシェア

各業種別に売上高を1,000万 ドル以上 と以下の企業に分類・し,そ れぞれの売上高の合計をみた

のが表2-7で ある。売上高規模の大きい程,合 計の売上高が多いことがわかるが,タ ーンキーシ

ステムの業種のみが逆に売上高規模の小さい企業の合計売上高が多い。

また,1,000万 ドル以上の売上規模を もっ企業の売上高が全体の60%を 占めていることは84年

と変わらない。

表2-7売 上規模別マーケットシェア

マー ケ ッ ト(百 万 ドル)

成 長 率業 種
売9上 売 上
1984 1985 1984-1985

処 理 サ ー ビ ス ,

<$10 5,900 6,543 11%

〉$10 11,074 12,325 11%

全処理サービス 16,974 18,868 11%

ソフ トウェアサ ー ビス

〈$10 3,659 4,413 20%

〉$10 6,378 7,531 18%

全 ソフ トウェア 10,037 11,944 19%

プ ロフ ェシ ョナルサー ビス

<$10 3,059 3,645 19%

〉$10 4,733 5,595 18%

全 プ ロフェシ ョナル 7,792 9,240 19%

ター ンキー システム

<$10 3,409 3,825 12%

〉$10' 2,274 2,541 12%

全 ター ンキー システム 5,683 6,366 12%

合 計

<$10 16,027 18,426 15%

〉$10 24,459 27,992 14%

合 計 40,486 46,418 15%

(参 考:1985,19861nputInformationServiceIndustryReport)
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2.3通 信 サー ビスの動 向

1986年 の 国内での電話電信 サー ビス(SIC4811,4821)の 売 上は,1982年 不 変 ドル売上で4.0

%増 加 し,1987年 に は4.1%の 増 加が 見込 まれてい る。国際サー ビスの売上 は,1986年 に は14.2%

増 加 してお り,1987年 に は約14.1%の 増 加 が予測 され る。

■

1)現 状

米国国内の情報ネットワークは,音 声,テ キス ト,デ ータおよび画像伝送のための通信機器お

よびコンピュータ機器とリンクしている。音声電話通信は,国 内の公衆ネッ トワーク上の通信量

の約85%に 達 しており,一 方,デ ータ通信量 は約10%に 達 している。一年につき1,900億 通話が

公衆交換通信ネットワーク上に発生 し,こ れらは,2億1,000万 の電話に接続 している。年間一

人あたり約900通 話,あ るいは一 日一人あたり2.5通 話が行われている。すべての通話の約65%

以上が通常の業務時間帯に行われている。国勢庁のデータでは,1986年 に米国の全世帯の92.9%

が電話サービスを受けてお り,前 年の91.9%よ り増加 していること,そ して一方では,93.9%が

同じ建物内の電話をアクセスしていることを示 している。

公衆交換通信ネ ットワークは,1億2,100万 以上のアクセス回線を持つ相互接続システムを提

供する。そのうち約72%が 住宅のユーザーに当てられ,17.5%が 業務用に当て られている。その

他の回線 は,特 殊な直接アクセスおよびその他の特殊 目的のために使用され る。アクセス回線

(多重)の 共用使用により,多 重電話またはコンピュータは,単 独送信 リンクを通 して通信する

ことが可能となり,そ のためサービス費用が削減される。

市内および長距離電話の両方に必要な市内交換機能と機器は,い くっかの主要な構成要素に分

けられる。すなわち,顧 客用構内機器 屋内配線,市 内環線 電話局,お よび中継線である。 こ

れ らの構成要素は,図2-3に 示され,定 義されている。

それぞれの加入者電話は,電 話か らのダイヤルパルスまたは発信音に応えてその呼出を希望す

る場所に進ませて くれる交換機器(市 外,中 継,お よび市内)を 持つ中央局に接続 されている。

交換のネ ットワークは,階 層的に五つの レベル,す なわち最大の交換機を持つ第5種 市内電話局

か ら組織 されている。ネットワークは,発 呼者と第5種 市内局の間の最短経路を位置付けして,

呼出し先において接続を行 う。同じ呼出 し先へ向かう呼出は,中 継線として知 られるもっと大き

な回線上で多重化され,よ り高いレベルにおいて中継機能または市外通話機能により切り替え ら

れる。長距離回線通話は,市 内交換を経て経路を決められた後に市外交換機を通 る。いったん経

路が発見されると,回 線が確立 される。共通線信号方式 として知 られる技法は,進 行チャネルの

確立後に接続を行 う点においてのみ費用削減の助けとなる。呼出の階層経路指定は,同 額 湾替と

して知 られており連続送信経路が呼出継続中に確立される。
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表2-8近 年 の業績及 び予想:電 気通信サービス

(特に記す他は単位百万 ドル)

パ ー セ ン ト 変 化
1983 1984 19851 19861 19872

1983-84 1984-85 1985-86 1986-87

営 業 収 入

国内電信電話 86,870 95,700 103,000 113,250 120,270 10.2 7.6 10.0 1.2

国際電信電話 2,500 2,800 3,170 3,620 4,130 12.0 13.2 14.2 14.1

営業収入(販 売力調整を行った後の1982年段階の$)

国内電信電話 83,288 88,950 93,297 97,029 101,007 6.8 4.9 4.0 4.1

資 本 支 出 21,125 21,400 24,300 24,900 24,500 1.3 13.6 25 一1
.6

粗累積プラント投資3 216,925 23L690 244,497 25LOOO 256,770 6.8 5.5 2.7 2.3

全 就 業 員 数(千 人)4 984 982 931 884 840 一〇
.2

一5
.2 一5

.0
一5
.0

生産従事労働者(千 人)4 720 731 694 659 624 1.5 一5
.1

一5
.0

一5
.3

平 均 時 給($) 11.90 12.43 12.57 12.96 13.37 4.5 1.1 .3 .1 3.2

電 話 機 台 数(千 台) 189,000 198,000 205,000 212,000 220,000 4.8 3.5 3.4 3.8

産業価格インデックス(国 内)5 104.3 110.4 116.1 ユ18.0 121.2 5.8 52 1.6 2.7

1.推 定 。 これに含 まれ るのは独 立系,ベ ル系地 域電 話会社,,AT&T,SouthNewEnglandandCincinnat電 話会社,

ウ ェス タ ン ・ユ ニオ ン,及 び国際電話 サ ー ビス提 供者。

2.予 想

3.国 内お よび国際電 話サ ー ビス会社を含 まず。

4.電 信 電話労 働者 を含む。

5.国 際通 信 サー ビスにつ いての価 格 イ ンデ ックス は1978年 以 来や や低下 してい る。

出典:米 商務 省。統計 局,労 働統計 局,推 定お よび予想 にっ いて は国際 貿易課 。IndustrialOutlook



1984年のAT&Tの 分割は,長 距離電話をさらに複雑に し,電 話会社の管轄区域を規制す る新

しい地理的区域を確立 した。市内アクセスおよび転送区域(LATA)と 呼ばれるこの区域には,

次の4種 類の電話サービスが含まれている。(1)州 内の州内LATA,(2)州 内の州間LATA,

(3)州 間の州間LATA,お よび(4)州 間の州内LATA。 市内交換台は州内LATAサ ービスを

提供 し,長 距離相互交換台は,POPと して知 られる電話交換機を通 してアクセスされる州間L

ATAサ ー ビスのみを提供することができる。(図2-4を 参照のこと。)

線配肉屋(

客

器機内

顧

構

長距離回線キャリアへの中継線

局間中継線

図2-3市 内交換機と設備

・顧客の構内機器には,顧 客の建物内の電話,お よび他の機器(た とえば交換機)が 含まれる。

・屋内配線は,電 話および交換機から顧客の建物の外側へ走る銅線がある。

・市内環線は,顧 客の建物の外側から電話局へ走る銅線である。

・電話局は,電 気機械式または電子式交換 システムを持 っている。このシステムは,市 内環線を,

お互いに,ま たは他の電話会社の設備に,ま たは長距離回線設備に接続する。

・中継線は,一 つの電話局を他の局または長距離回線設備に接続 している回線である。
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客POP

市内環線

麗 讐回線キャリアPOP璽 糟 騨
中継線

⌒

顎 客

図2-4電 話交換網

個々の電話 は,「 ツイス トペア」および同軸銅線を通 して市内交換局に接続されている。'しか

し,異 なる交換局間の通信は,他 の三つの送信媒体を通 して同様に送る。三つの媒体とは,地 上

塔屋上のライン ・オブ 。サイ ト数アンテナ間で高周波数電磁波を送信しているマイクロウェーブ

リンク,高 周波数マイクロウェーブも送信する衛星地上局,お よび光速での大量通信を提供す る,

グラス ・ファイバによる光波送信である。マイクロウェーブは長距離市外通話量の72%,同 軸銅

線ケーブルは約20%,そ して衛星および光ファイバは4%で ある。 しか し,光 ファイバは,こ れ

からの数年間に同軸中継回線が段階的に除去 されるにっれて,さ らに長距離通信サービスの割合

が大 きくなると予測されている。

国内通信ネ ットワークは,無 線周波数による可動式通信 も提供する。最新の可動式無線技術の

一つは,セ ルラー電話サービスである。 このサービスは,従 来め無線電話システムよりももっと

効果的な可動通信の手段を提供する。セルラー ・システムは,都 市をさらに小さい地理的区域ま

たはセル(細 胞)に 分割することにより機能する。それぞれの区域では,固 有の低電力無線通信

機が働 いている。発呼者がサー ビス区域を交差 して送 るため,呼 出は目立った妨害 もな く一つの

通信機か ら他へと転送される。セルラー ・システムは,市 内電話会社の中央局の交換機を通 して

の標準的地上線ネ ットワークと並んでいる。可動式無線通信の他の種類には,従 来の無線電話,

電話帳サービス,お よびFM副 搬送波によるデータ通信が含まれる。

居住用および業務用の電話サービスの他に,米 国通信ネットワークは,ユ ーザーの住宅にある

多数の他の種類の機器に対する送信が可能である。顧客の住宅機器(CPE)と して知られるこ
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れ らのハー ドウェアは,デ ータ処理能力を持つ コンピュータ端末装置から,画 像送信ファクシミ

リ,音 声メッセージ ・システム,集 中音声データ ・ワークステーション,お よび構内交換機(P

BX)ま での範囲にわたっている。PBXは,高 利価格の賃貸中継線を通 してユーザーが複数の

電話またはコンピュータを中央局と接続することを可能にする小型交換機である。

コンピュータと通信ネットワークの相互接続は,デ ータ処理および通信技術の機能的集中によ

り,あ る程度までは実行可能であった。1950年 代の初期,時 分割および分散型データ処理の開発

は,エ ンジニアをコンピュータの新 しい通信方法の設計へと導いた。同時に,通 信需要の急速な

増加に適応させる必要性から,共 通線信号方式のような新 しい交換技術が開発された。AT&T

は,電 気機械式およびアナログ式交換機を,蓄 積プログラム制御のディジタル式処理機器,す な

わち電話呼出をより早 く効率的に経路指定するスーパー ・コンピュータと取 り替え始め,遠 隔呼

出発信,ス ピー ド・ダイヤリング,お よび情報蓄積のような新 しいサービスの導入を可能に した。

新 しい通信技術では,コ ンピュータを使用 して,電 話回線帯域幅を必要に応 じた動的基準に基づ

き統計的にユーザーに割 り当てることがで きる。

技術の統合は,デ ータ処理と通信産業の構造的相違を減少 させ,市 場および顧客を共用サービ

スへと導 く。コンピュータと電話の技術的相互作用は,通 信ネットワーク内の処理 「インテ リジ

ェンス」の機能的割 り当てによって特徴づけることができる。電話技術の新世代では,遠 隔分散

型ディジタル式プロセッサは,従 来のネットワーク・アーキテクチャーを定義 していた集中信号

指令な しで,中 央局の交換機とは別に機能するようプログラムされている。

分散インテ リジェンス,お よびかってはCPEま たはコンピュータのみによって可能であった

複雑なサービスの技術ネットワークによる提供が,今 後5年 以上の主要な技術開発 となるであろ

う。1986年,す べての大手電話会社は,イ ンテリジェン ト・ネッ トワーク ・サービスの試験を開

始した。今後3年 間には,統 合サービス ・ディジタル ・ネッ トワーク(ISDN)を 完成するだ

ろう。ISDNは,音 声,デ ータ,お よび画像が同時に同 じ送信経路に送 られることを可能にす

る技術基準である。理論的には,ISDNネ ットワークは,偶 発的に,エ ンドツ・一ーーエン ド方式デ

ィジタル接続,異 なる種類の機器のインタオペラビリティ,お よび標準的,多 目的インターフェ

ースの限定セッ トを通 してアクセスす るようなユーザーに対する音声および非音声の広範な統合

サービスを提供する。ISDNに よって導入された信号システムは,ネ ットワーク ・アーキテク

チャーの現在の階層的,集 中化レベルの間におけるインテリジェント処理の分散を容易にするで

あろう。ISDNの 主要な特徴の一つは,ユ ーザーが必要なものに対 してのみ支払 うことが可能

な,動 的に割り当て られた帯域幅となるであろう。

ISDNの 実現に関す る多 くの疑問が未解決のままとなっている。特に顧客サービス機能,メ

ンテナ ンス,お よびネッ トワーク管理についてのネットワーク内のコンピュータ処理能力の「三確

な位置付けについては,未 解決のままである。技術的互換性を確保するための基準が確立されな
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ければならない。論争中であるのは,ど れ くらいのインテ リジェンスをネットワーク内に入れら

れるか,ユ ーザーの端末装置内に入れ られるのはどれだけか,お よびどんな割合で入れ られるか

という点である。通信サービスの供給者,CPE,お よひコンピュータ販売業者間の競合が,こ

の問題を解決 して くれるだろう。コンピュータおよび通信の統合は,多 数の同様なサー ビスが端

末機器またはネ ットワーク内の設備のどちらかによって供給可能であることを意味 している。小

規模ユーザーは,ネ ットワーク ・サービスのアクセスを希望 しているが,一 方大規模な顧客 は独

自の機器を提供するための柔軟性を要求す るであろう。 したがって,試 験および既に市場で主要

機器が購入され るなど,ISDNは,今 や通信サービス産業およびハー ドウェア販売業者間の競

合の主要な経済的および技術的推進力である。

2)市 場構造

米国通信サー ビス業界は,さ らに競合の激 しくなった市場に対応 して大きな構造的変換を続け

ている。この中でも最も劇的なアメリカ電信電話会社(AT&T)の1984年 の分割およびその後

の再編成が行われる間,多 くの会社は,一 般的に付加価値および情報サービスとして定義されて

いる新 しい営業分野へと業務を広げていった。従来の電話および電信業務は,も はや基本的な音

声およびメッセージ通信の有線送信に制限されず,両 方の技術および市場構造の集中によって,

今や次のようなサービスを提供する。すなわち,コ ンピュータ化データ送信,電 子メール,ビ デ

オテックスおよびデータベース ・アクセス,私 用電話システムのための構内"Centrex"交 換,ソ

フ トウェア定義の 「仮想」ネッ トワーク,「800一 ナ ンバー」および広域電話サービス(WA

TS),電 子会議,フ ァクシミリ,音 声蓄積サービス,音 声メッセージ・サービス,し ゃへいお

よび トレース,そ して環境の制御またはセキュリティサービスである。

通信サービス業界の市場構造は,二 つのカテゴリーに分けることがで きる。すなわち,水 平的

競合(ま たは規制撤廃),お よび垂直的市場細分化(ま たは規制)で ある。多数の供給者が同 じ

サー ビスを提供 している水平的競合は,代 替送信機能と競合業者の急増によって,例 証される。

現在 私的マイクロ波 衛星,ケ ーブル,お よび光ファイバ ・ネットワークが,一 般業者の提供

する送信サー ビスと効率的に競合 している。垂直的市場細分化は,さ まざまな種類のサービスの,

より厳密な規則的細分化によって特徴づけられる。垂直的市場を基準と して規則化された通信サ

ービスは,基 本および拡張サービス,市 内および長距離サービス,CPEかCentrexサ ービス,

そ して電子出版 ビデオテ ックスやデータベース ・アクセスなどの拡張情報サービスを提供する

ような会社の間での競合によって定義される。

技術的,経 済的,お よび規制の変化により,通 信サー ビスの広範な成長が可能となり
元価格,

品質における競合,そ して水平的および垂直的市場細分化の両方に沿った新機軸を助長する。こ

のような要素が業界における下部参入および撤退妨害に結びついているため,多 数の新 しい会社
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が市場 に参入 した。一般業者の事 業にお いて は,RegionalHoldingCompanies(PHC-Regional

BellOperatingCompaniesま た はRBOCと して も知 られてい る)お よび独 立電 話会社が,光 フ

ァイバ,衛 星,お よびセル ラー可動式無線 システムのよ うな新技術 を利用 したサー ビスを提供 す

るため に経営 を拡大 して いる。

さ らに,競 合の機会 と規制の 自由の増加 によ り,通 信 サー ビス供給者 の営 業分野 は従来の もの

を はるか に超えて拡張 されて いる。AT&TもRBOCも,国 際的 な市場 の機会 を積 極的に追 求

して いる。BellSouthは,イ ン ドへの貿易使節団 に参加 した。 また,ヨ ー ロッパ の5ヵ 国での事

業に よって,英 国セル ラー無線 信号会社 の40%を 所 有 して いる。PacificTelesisは,バ ン コッ

クにおいて10年 間 で7,000万 ドルの契約 を持 って お り,ス ペ イ ンの電話 会社 と4,100万 ドルの取

引が あ る。Ameritechは,カ ナ ダの セル ラー経営 会社 の20パ ー セ ン トを所有 して いる。一方,

Nynexは,大 西洋送信 光 ファイバ ・ケー一・一ブル にお ける50%の シ ェアを購入す るためのオプ ション

を買 い取 った。 さらに,RBOCは,不 動産だ けで な く,米 国のみで70億 ドルの市場 を持 つ電 話

帳 の出版 において もその営業活動 を段階的 に増加 させて いる。

MCITeleco㎜unicationsお よ びU.S.Sprintの よ うな長距離業者 は,AT&Tに 挑 戦 するた

めに有利 な条件 を利用 して きたが,一 方 多 くの大企業 は,大 きさと品質 にお いて一部 の公衆 ネ ッ

トワークに対抗す る私 的 「バ イパ ス」 システ ムを構築 して きた。GTESpacenetま た はRCA

Americomの よ うな衛 星ネ ッ トワー ク企 業 は,数 千 マイル にわ たって私的通信 ノー ドと公衆通信

ノー ドを リンクす る。 しか し,セ ルラーお よび無線業者 は,市 内での可動式通信の ための電話 お

よび信号を接続す る。Tymnetお よ びTelenetの よ うな付加価値 ネ ッ トワー ク(VAN)供 給 者 は,

一 般業者か ら借 りて いる基本的送信機能 を使 用 し
,デ ータ通信のための送信効率 を上 げ る 「パ ケ

ッ ト」'(約1,000バ イ ト)で 処理 され交換 され る情報 によ って 「拡張(エ ンハ ンス ト)」 通信 サ

ー ビスを提供す る
。パ ケ ッ ト交換技術 は,回 線がデー タ送信中のみ結ばれ るので,「 破裂 」 しそ

うな ほど高速のデ ータ通信 にと って,よ り効率的であ る。対照的 に,回 路交換方式 は,情 報が送

信 されていな くて も開放接続を維持 して い る。パケ ッ ト交換 ネ ッ トワー クによるデータ通信 は,

通 常の回路交換式電話回線 よ り少 な くとも50%安 価 であ る。

VANサ ーーービス市場 は,1986年 に約30%の 成 長率を経験 してお り,公 衆パ ケ ッ ト交 換ネ ッ トワ

ー クか ら3億 ドルの売上が概算 され た。 しか し,VAN市 場 は,最 大企業のGTETelenetお よ.

びMcDonnellDouglasCorporationのTymnetが 数 年間の損益の後で利益を上 げて はい るが,全 体

と して は依然 と して利益が生 じない。VANサ ー ビス業者 は,RBOC,AT&T,IBMお よ

びその他か らの競合増加 に直面 して い るため,プ ロ トコル変換 およびネ ッ トワー ク管理の ような

新 しい拡張サ ー ビスに も対応 してい る。 しか し,連 邦通信委員会(FCC)に よ る厳 格な縦の規

制か ら開放 され たRBOCが,拡 張サー ビスにお いてさ らに積極 的な競合 を開始 したため,こ の

先数年間 は大変動が起 こるよ うな兆 しがあ る。
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1968年 のFCCの カ ーターフ ォン決定 が顧 客の住宅機器市場 の規制を撤廃 して以来,2,000以 上

の企業 が,相 互接続サ ー ビス市場 に参入 して きた。 これ らの企業 は,非 常 に多種の機 器を賃貸 ま

たは販売 し,経 理,機 器の取付 け,お よび メンテナ ンス ・パ ッケー ジを提供 して いる。相 互接続

市場は,電 話送受器,ボ タ ン電話 システ ム,音 声 メール,フ ァクシ ミリ機器,イ ンター コム ・シ

ステム,お よび口述応答機 のよ うな製品を生産 してい る。

市場の混雑,お よびRegionalBellOperatingCompaniesと の競 合 もあ って,純 益 率が ひっ迫

したため,相 互接続 サー ビス市 場 は,1986年 の 間,統 合 と縮小 を経験 して きた。顧 客用住宅機器

の小規模業者 の多 くは,よ り大 きな,損 益の吸収が可能な,よ り高利益の会社 に統 合 された。相

互接続に関連 す るサー ビス売上 は,1986年 に は約6億4,000万 ドルであ った。1984年 か ら1986年

の 間の相互接 続市 場平均成長率 は11.5%で あ った。

セル ラー電 話サー ビスの フラ ンチ ャイズ所有者の数が減少 したため,セ ル ラー可動式無線市場

にお いて も大変動 が起 こった。最大60の 大 都市市場の うち,42は,わ ず か二 つの業者 によ って運

営 されて いた。1986年 に は,米 国 内に50万 件 以上のセル ラー電話加入者 があ り,こ れ は1年 前 の

約150%増 で あ る。総 資本投資額 は,50%の 年 間増加 に対 して10億 ドル以上 を数 え る。1986年6

月 には,129の システ ムが85市 場 お よび1,194個 のセル にお いて作動 していた。 セル ラー ・サー

ビスの売上は,1985年 の2億5,500万 ドルか ら1986年 の 概算6億7,500万 ドルまで増加 した。 セ

ル ラー電話市 場におけ る統合の前進 を反映 して,SuothwesternBellは,Metromediaの 販 売権 の

すべてを12億 ドルで買 い取 り,最 大 の大都市市場 でRBOCが 全 国的に存在す ることを可能 に し

た。その他の統合冷 と して は,Nynexに よ る,1,800万 ドルでのLinBroadcastingセ ル ラー部 門

の獲得,お よびMCIに よ る,1億2,000万 ドルでのMcGawCo㎜unicationsへ のAirsignalの 売

却,が あ る。

AT&Tが 市 場 占有率76%を 維 持 して .L・る長距離相互交換業界 において も多 くの統 合が起 こっ

た。U.S.TelecomとGTESprintは,U.S.Sprintと な って統合 され,相 互交換転送 業者(IE

C)第3位 のGTEの 地 位が強化 された。1985年12月,Allnetは,Lexite1を 統 合 して,第4位

のIECと な るALCCo㎜unicationsを 設 立 した。 また,LitelTelecommunications,Argo

Co㎜unications,お よ びMicrote1は,1986年 に統 合 した。多数 の長距離転送業者 もまた統 合 され

てい った。た とえば,1億 ドル の連結売上 とな るSouthern-Netお よ びTel/Manと の統 合であ る。

Tel/Manは,相 互 交換サ ー ビス供給者 の大多数 と一緒 に,AT&Tの よ うな大手 の業 者か ら借 り

てい るネ ッ トワー ク回線 を通 して,長 距離 サー ビスを再度販売 して いる。MCIはAT&Tに 次

ぐ2位 に残 ってい る。1986年 の 統合 の波 の 目的は,よ り低 い費用,よ り大 きい範 囲 と規模の経済,

お よび より効果的なネ ッ トワー ク運 営であ る。
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3)198丁 年の概観

国内の通信サ一一ビス会社の売上は,不 変の1982年 ドルで評価 され,1986年 の売上を4.1%超 え

ることが期待されている。国際電話電信サービスの売上は,1986年 のレベルから14.1%上 昇する

だろう。データ通信の通信量の増加および日本とヨーロッパにおけるディジタル機器の増加が,

国際的通信に拍車をかけるのは必至である。PTTが 通信政策において さらに自由化の方向に動

いているため,国 際サー ビスの競合は,さ らに多 くの トランスポンダ通信を引き起こし,サ ービ

スの売上においても同様の誘因的効果を上げるだろう。経済成長は国内,国 外の両方の全体的通

信量パターンの指標 となるが,そ の経済のゆるやかな成長にもかかわ らず,サ ービスの成長は,

市場機会の拡大のために急速に続 くであろう。

産業の非伝統的部門では,相 互接続会社の主な電話 システムであるPBXお よびその他のCP

Eの 維持からの売上は,1987年 の売上が約7,150億 ドルで,現 在の成長率1L5%を わずかに下回

ると予測されている。公衆パケッ ト交換ネットワークからの付加価値サー ビスの売上は,1987年

には,約3億4,000万 ドルに届 き,パ ーソナル ・コンピュータおよびワークステーションのより

強力な販売台数の増加 によって,あ る程度急速 に進んだ。OCCか らの売上は,1987年 には

約550億 ドルを数えるが,ア クセス料金およびバイパス決定が最終的成長の重要な鍵 となるだろ

う。市場機会および売上の拡大にもかかわらず,1987年 の従業者は84万 人であり,5%減 ること

が予想される。 この,予 想される人員削減は,よ り厳 しい純益率,産 業の統合,お よび経済の不

確実性を反映するものである。AT&Tは,1987年 までに当を得た企業再編成を行 うという重要

な局面を持っていると予測されるが,大 幅な人員削減が行われる可能性がある。通信産業の従業

者は,す でに言及 した産業部門における統合および圧縮によってさらに拍車をかけられた収縮と

いう,分 散後の傾向をじっと見守っている。

4)長 期予想

今後5年 以上にわたって,国 内通信サービスの売上は年間成長率8%,ま たは,不 変の1982年

ドルで評価 した4%で 上昇 していくと予想 される。国際電信電話サー ビスは,同 様の期間に年間

平均15%の 割合で成長するだろう。この産業の国内の国外サービスの成長率を合わせると,年 間

平均8.2%に なると思われる。
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表2-9経 年 変化:電 気通 信 サ ー ビス

(特に記す他は単位百万ドル)

複利による
1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 緒嶋

1973-83

営 業 収 入

国内電信電話 29,600 32,200 35,900 40,400 44,100 49,500 54,754 61,208 70,837 78,886 86,870 }

国際電信電話 780 935 1,008 1,176 1,339 1,6σ7 1,906 2,082 2,250 2,325 2,500 一

営業収入(販 赦 調整を行った後の1982年段階の$)

国内電信電話 41,8〔旧 43,989 47,613 51,596 54,581 62,579
'
・66,449 72,179 77,081 78,886 83,288 τ9

資 本 支 出 11,800 13,000 12,000 12,900 14,700 17,600 20,1即 22,050 23,340 22,525 21,125 66

粗累積プラント投資1 94,800 104,400 112,600 121,600 131,200 143,300 155,200 170,600 186,800 202,350 216,925 90

全 就 業 員 数(千 人)・ 1,〔Xπ 1,010 981 961 975 1,013 1,070 1,082 1,095 1・1〔刃 984 α9

生産従業労働者(千 人)2 780 778 748 730 738 756 789 795 796 790 720 00

平 均 持 久($) 486 566 612 678 ag1 753 &09 &82 aoo 1α65 11.90 95

■1時 間当たり収益の年別申び率 21.5 16.5 &1 108 1.9 息0 7.4 90 20 183 11.7 一

■生産性年別申び率(生 産性は従業員1人1時 間) 66 51 a6 a6 7.2 ,58 4.7 66
,

53 3.8 13.1 一

電話機台数(千台) 138,311 144,972 148,623 155,172 162,0〔打 169,〔}2r 175,162 180,180 181,892 183,530 189,000 33'

産業価格インデックス(国内)3 7α8 7a2 75.4 7&3 80.4 791 824 84.8 91.9 100 104.3 一

1.国 内及び国際悪善サービス会社を含まずこ

2.電 信電話労働者を含む。

3.国 鯛 言サービスについての価格インデックスは1978年以来やや低下している。

出典:米 商 務省統 計局及び労働統計 局IndustrialOutlook



1990年 における不変 ドルの売上は,国 内サービスでは1,140億 ドル,国 際通信量では60億 ドル

以上が予想されている。これ らの金額には,他 の一般搬送業者,相 互接続産業,付 加価値ネット

ワーク,国 内衛星企業,お よび国際衛星サービスによって生み出された売上を含んでいる。サー

ビスの新しい種類,特 に動的に割り当て られた帯域を持つインテ リジェント・ネッ トワーク機能

および顧客管理ネットワーク構成における急成長によって,売 上増加は持続するだろう。自動補

正ネットワークおよびモジュール ・ネ ットワーク ・アーキテクチャーは,ユ ーザーの費用を削減

し,.さらに高い純益率を引き起 こすだろう。 しか し,市 内の規制された搬送業者の減価償却費不

足から生 じる問題が,新 しい統合サー ビスの提供に必要なディジタル機能の獲得および実現の全

体に対 して,否 定的打撃を与えるかもしれない。

ネットワークの管理 設計,お よび機能のためのソフトウェアは,今 後5年 間,主 要な競合力

およびシステム ・アーキテクチャーの決定的要素となるだろう。1986年 に発表され,開 発に少な

くとも5年 はかかると予測される,最 も重要な計画は,Ameritechが 最初に考案 した,機 能 ノー

ド/サ ービス ・インターフェース(FN/SI)概 念である。完全な分散型処理のネ ットワー

ク・アーキテクチャーが,FN/SIを 動かし,ネ ットワークへの顧客のアクセスを制御するた

.めにモジュール変換ノー ドを使用する。特定の基準がまだ作用 していない間に,FN/SIは,

RBOCに 対するFCC(Dオ ープン ・ネットワーク ・アーキテクチャーの要求の解決の一つを提

供 し,ま た,パ ケ ット交換サー一・・一ビスおよびISDNも 供給するだろう。主要な特徴は,市 内の交

換搬送業者およびその競合者に,完 全に機能的経済的等価に基づいて,有 料の基本サービスを提

供することである。FN/SIは,拡 張サービスを提供制御するためのソフ トウェアを提供する。

したがって拡張サービスは,技 術統合から得られる効果を保つ一方で競合を認めることにより,

搬送業者または顧客のいずれかによって提供できるようになる。

(参考:米 国商務省IndustrialOutlook1987)
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3.NCC'86(NatinalComputerConference)

今年のNCCは6月16日 か ら6月19日 迄 の4日 間,ラ スベガ スの コンベ ンシ ョンセ ンターで 開催

され た。今回のNCCは25周 年 を迎 え"限 りな く広が るコンピュ・・一台テ ィング"(DynamicDemension

ofComputing)の メイ ンテ ーマで 開かれ,管 理者,専 門家,ユ ーザを対 象に した もので あ った。 そ

め内容 は以下の とお りで,

① 基調講 演

② 技術セ ッシ ョン

③ 展 示会

④ 専 門家 のた めの特別 セ ミナ ー

で構成 されて いた。

3.1基 調 講演

今年の基調講演者には,従 来 コンピュータ業界を代表する人物(IBM社 のオペル会長,HP社

のパ ッカー ド会長,昨 年のMCC社 のインマン会長)が 選出されるのが常であったのに対 し,ア メ

リカン航空社の親会社の会長ロバー ト・L・ クランドールが選ばれた。彼は航空業界の人間であり,

コンピュータの専門家でないとすれば,こ れ迄のNCCの 選出基準から全 く外れている事になり,

NCCが よりユーザ指向になってきた事と,NCCが 過渡期にさしかかってきた事を示す象徴的な

現れと言える。今回の基調講演の内容は次のとおりである。

「飛行とコンピューティングに ミステ リーは無くなった。コンピューティングは常に変化に対応

出来るように準備 している人々にとっては問題にならない。ベ ンダーが成功する秘訣は市場の解決

策を追求 し,情 報を戦略的に活用することにある。」と述べ,ア メリカン航空社のシステムを例に

とり情報技術の効果的活用で得 られた次の3っ の成果を披露 した。

(1)IBMメ インフレームをベースとして開発 した航空予約 システム"SABRE"が ある。この

システムは旅行エージェン トに販売され現在,ホ テル業界の10% ,自 動車 レンタル業界の20%,

航空予約業界の45%が 利用 している。

(2}競 争力強化の為,情 報の戦略的活用として"Advantage"と 呼ばれるプ リクエ ント フライヤー

プログラムを挙げた。今日でこそ多 くの航空業界で常連客に対 し航空券のディスカウン トを行っ

ているが,ア メリカン航空社が始めて採用 した当時は,最 近10年 間における画期的なマーケティ

ングアイディアと高く評価された。また,先 日,テ キサス州のダラスで暴風雨により100以 上の

飛行がキャンセルになった時にもこのプログラムを利用 し,ア ドバ ンテージカス トマ一連に2500

マイル分の無料航空券をダイレクトメールで送 った。さらに,こ のようなアクシデントによって

起 こる航空乗務員の再配置等,ス ケジュールの復旧にも同プログラムが有効であった。
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㈲ 料金マネージメン トシステムの効果的情報の活用である。このシステムの開発によって,ア メ

リカン航空社の利用者の16%が 通常料金を支払う顧客であり,こ れによって年間収入の32%を 占

めている事が判明 した。 したが って同社では,こ うした大事な顧客のために常に座席を確保する

体制をとっている。

以上3つ の事例にっいて述べたが,さ らに同社では各方面での解決策を必要としている。例えば

暴風雨等で飛行計画が寸断された場合,数 百の飛行機とそれに必要な乗務員の再配置を早 く経済的

に復旧させる方法。また,同 社は24の 空港においてメンテナンスを行 っており,340億 円の予備用

部品の在庫をかかえている。 これらを正 しい場所に適切な時期に各空港に配備する方法を必要とし

ている。

このように種々の問題に対 して解答を与えることの出来る企業の将来は明るいが,そ の一方で業

界をリー ドする企業は常により良い解決策を探 し続ける必要があると述べている。最後に現在のコ

ンピュータ業界は停滞期にあるが,本 当の景気後退よりましであろうと締めくくった。

コンピュータの専門家でない人間が,ユ ーザの立場で説 く産業界における情報の重要性は,そ の

産業に精通 しているだけに極めて強い説得力があった。このようにNCCで 初めての試みであった

コンピュータ業界以外からの基調講演者の起用は,NCCが 今後ユーザオ リエ ンティッドなテーマ

を掲げようとしている考え方があ った事にもよるが,そ れなりに成功 したと思われる。

3.2技 術 セ ッ シ ョ ン

昨年 より も増加 し,約100の セ ッシ ョンが コンベ ンシ ョン ・ホールに隣接す る ヒル トン ・ホテル

で行われた。セッションは論文発表と専門技術者の討論を中心 としたパネル ・セッションに分けら

れる。論文発表は議事録 に収録 されて いることもあ って,話 題 はパ ネル ・セ ッシ ョンに集 中 した。

rAI技 術 は未 だ未成 熟で はある ものの,知 識ベース とシ ミュレー シ ョンを中心 に着実 に企業の中

に根を下ろ しつっ あ る。工場 における緊急 システム,マ シンの故障,診 断 オペ レーシ ョンの中断

等の システムをす でにTEXACO,Exxon,Kodak,Lockheed,Be11研 究 所な ど米国の多 くの大手企業で

採用 してお りその効果 を上 げて いる。 しか し,「 も しユーザがAIの 技 術の程度を理解 しなければ

失望す ることになろ う。」SRIの ノーマ ン ・ニールセ ンは"エ キスパー ト・システムと シ ミュ レ

ーシ ョン"(6月16日 午 後)の セ ッシ ョンで論説 した
。 また,「 今 日の ビジネ スは多 くの場 にお い

てコンピュータ ・シ ミュ レー ションを必要 としてい る。つま り,ビ ジネス はよ り自動化 され,コ ス

トが高騰 し,仕 事が複雑 化 し,仕 事 の遂行時間の短縮化が要 求 されてい るか らであ る。 」と シミュ

レーシ ョンの必要性 を強調 した。 「シ ミュ レー シ ョンには,モ デルの策定,デ ータの収集,プ ロ ジ

ェク トのプ ログラム化,遂 行 と結果 の評価 ・分析,レ ポー トの作成 とい った幾つかの ステーづ か ら

成 り立つ。 このため技 術者の経験 と専門知識をベー スと した知識ベースの ツール は シ ミュレー ショ
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ンに非常 に役立 っ。 また,こ れ によ ってエキスパー ト・システムの完成 に も至 る。 」 と議論 を展 開

した。

AIは,今 年 もNCC技 術 セ ッシ ョンでの重要 なテーマの一つであ った。

技術 セ ッションで は以下のテー マが主要 な トピックスとな った。

(ソ フ トウェア)

・プ ログラ ミングか らソフ トウェア ・エ ンジニア リグへ

・ソフ トウェア開発用 ツール

・ソフ トウェアのペース ・メーカは?UNIX ,COBOL,ADA?

・第4世 代言語 とアプ リケーシ ョン ・ジェネ レー タ

・ソフ トウェアが ソフ トウェアの開発 に役立 つか?

・ソフ トウェア開発 マネー ジメ ン ト

・デ ータベ ースとグラフィ ックスの将来

・ソフ トウェア ・メンテナ ンス

・ユーザ ・フ レン ドリィ,利 用 し易 さ,ウ ィ ン『ドウ,マ イ コン等について

・ロ ジック ・プ ログラ ミング

(ハ ー ドウ エア)

・マル チ ・ベ ンダー環境

・プ リンター技術

・スーパー ・コン ピュー タ

・音声 技術

・デパ ー トメンタル ・コンピューテ ィング

・光 ス トレー ジ ・技術

・スマ ー ト・ビルディ ングにおけるネ ッ トワー キング

・半 導体

・トラ ンザ クシ ョン処理

(AI)

・AIの 教 育分 野への寄与

・エキ スパ ー ト・システムと シ ミュ レーシ ョン

・エキ スパ ー ト・システム:メ イ ンフ レー ムとマイクロ

・ ドキ ュメ ンテーシ ョンの作成 に対す るAIア プ ローチ

・製造 プロセ スのマ イクロ利用 におけるAI

・ロ ジック ・プ ログラ ミング
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(最近 の話題)

・ソフ トウェアの権利 と保証(立 法化の問題)

・アプ リケー シ ョン ・プログラマーは衰退す るか?

・VDTの 利 用 は健康 を害す るか?

・イ ンフ ォメー シ ョン ・セ ンターとPCの コ ン トロール

・コンピュータ専 門家の教育

・TDF

(ケ ー ス ・スタデ ィ)

・大 規模 プ ロジェク ト

・電子 出版

・イ ンフ ォメー シ ョン ・セ ンター構想

・チーフ ・イ ンフォメー ション ・オフィサー(成 功 と失敗)

データベース利用の拡大と各国にまたがる情報の流通に関し,プ ライバシィの問題が話題 となっ

ている。(最 近の話題)の うちTDFは 今年始めて取 り上げられたテーマであった。'ケース ・スタ

ディにおける電子出版 も初めてのテーマであった。特に最近の レーザー ・ジェッ ト印刷技術による

デスクトップ出版機器の出現は,机 上で直接詳細な出版用 ドキュメントが作成できるだけに,従 来

の写植業に重大なインパク トを与えようとしている。

今年のNCCの メイン・テーマにもあるように,コ ンピュータとコミュニケーションの利用は限

りなく広がろうとしている。 したがって,NCCの セッションでカバーされる分野もますます広が

っている。最近の傾向としては,か ってのベンダー指向から次第にユーザ指向に転 じっっあること

であろう。

3.3展 示 会

一熟年期 に入 ったLAN-

"OA
,FAを 中 心 と したLANの 市 場 は,1986年 の23.7億 ドルか ら年 間平均9.1%の 割 合で

伸び1994年 に は47.4億 ドルに達す るだろ う。また,ネ ッ トワー ク ・ポー トは,1986年 の335万 か

ら1994年 に は1,233万 に 達す るだ ろう。 こう した急速の伸 びの裏 付けにはハ ー ド・ソフ ト技術 だ

けでな くサ ポーート技術 の革新 にあ る。汎用のLANは,NCCで の展 示に もあ ったBridgeSytek

の 他UngermanBusが 今 度のCAEス テ ー ションの リンクに対す るニーズの高 まりか ら市場 にお

ける強み を発揮す る ことになろ う。現在 最 も市場性 のあ るLANは,パ ソコ ンの ネ ッ トワーキ

ング用で あ り,事 実米国市場 の1985年 の売 り上 げ(9.53億 ドル)の 半分以上を 占めた。現 把の と

ころイーサーネ ッ トタイプのLANが この分野 の リーダーであ るが,今 後 はIBMの トーク ンリ
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ングが 次第に強みを増 して くることにな ろう""NCCshowdailyで は,BusinessCommunicate社

の調査 を基 に この ように レポー トした。

今年 のNCCに お いて もLANが 展 示会の中心であ った。

(1)BridgeCo㎜unications社 で は,NCCで 新 しい コ ミュニケー ション ・サーバ と してCS/

1-TR(TokenLing)を 発 表 した。 これまで同社で は,イ ーサーネ ッ ト用の ネ ッ トワーキ ング

製品 を数 々提 供(CS/1,CS/100,CS/200,GS/1,3,6,NCS等)し て いたが,新 たにCS/1-

TRを 加 え ることに よ り,IBMの トー ク ン ・リングとの接続 が可能 にな った。CS/1-

TRを 利 用す る ことによ り,・64台 までの端 末,ホ ス ト,そ の他 の機器 を接続で きる としてお り,

イ ーサ ーネ ッ トとIBMト ー クン ・リングを結ぶ画期 的製品 と してNCCで 注 目を浴 びた。

(2}Sytek社 は,大 規模 ブ ロー ドバ ン ド・ネ ッ トワー ク用のSystem2000の た めに2555ト ラ ンス

レー タ ・スイ ッチと2550ト ラ ンスター ・ユニ ッ トを発表 した。

(3)NetworkSystem社 は,・ ・イパ ーチャネル として世界で始めての商用LANの 提 供者 と して知

られてい るが,同 社 は高速 ホス ト間同士 を接続す る新 しいLANを 提 示 した。

(4)Adacom社,AnixterBrothers社,DigitalProducts社,InformationSystems社 な ど20社 近

くがLAN関 係 の展示 を行 った。

(画 期 的パ ラ レル処 理 コン ピュー タの登場':FLEX/32マ ル チコンピュー タ)

現 在多 くのメーカーあ るい は大学が真のパ ラ レル処理 コンピュータに挑戦 してい る。真のパ ラ

レル処理 とは何 か?〈

どの ような言語("C",FORTRAN,ADA)で 書 かれたプ ログラムで も,個 々のCP

Uが そ れぞれの演算 を実 行 し,そ の各々が単一 目的の プログラムであ って も,あ るいは統合す る

』ことに よ
って一つの プ ログラムいわゆ るマルチ コンピューデ ィング ・アプ リケー シ ョンを可能 と

す ることであ ろ う7bNoと す れ ば 今⑭NCCでF1帥1・C・m・ ・t・・.社が発表 した3000FLEX/32

マ ル チ コンピュータは,コ マー シャル ・ベースで登 場 した最初 の真のパ ラ レル処理 コンピュータ

で あろ う。基 本的処理 プ ロセスは,図3-1に もあ るよ うに個 々の言語処理 コ・ンパ イラー によ って

コンパ イル され,そ の後 リンク ・ローダーによ って統合 され るこ とになる。 この コンピュー タは,

ス タ ン ドア ロン32ビ ッ ト・スーパ ー ミニ コ ンピュータをベ ースた ビルデ ィ ングブロ ック方式 で集

積 した もので あ る。3000シ リーズ は,40の コ ンビ、ユータ ・モ ジュールを120MIPSで 演算 で き

る驚 くべ き性能 を有 して いる。 もっと も,こ の単一 キ ャビネ ッ ト(図3-2)を 複 数接続 してい くこ

とによ って,ほ ぼ無 限にモ ジュールを増加 させ ることが可能 とな る。

FLEX/32マ ル チ コ ン ピュー タ は,イ ーサ ネ ッ トとMAP(ジ ェネ ラ ル ・モ ー タ社 の

ManufacturingAutomationProtocol:数 年前NCCで 発 表)を 介 して統 合す ること も可能 とな

る。 同社 では,さ らに同 じブースで音 声認識 三次元カ ラー グラ フィック,Ada言 語,CAD

/CAMア プ リケー ションの展示 も行 い話題 とな った。
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(そ の 他話題 とな った プロダクツ)

・PersonalTouch社:RS232Cタ ッチス クリー ン ・イ ンターフ ェイスをベースに殆 どのパ

ソコ ンと互換性を持つア プ リケー ション ・ソフ ト開発用 ツールの提供。

OEMベ ー スで提供可能

・AT&T:"ス トリーム"と 呼ば れるUNIXの 最 新バージ ョンSystemVの 発 表
。

ネ ットワー ク ・プ ロ トコルあ るいは,ネ ッ トワー ク ・ハー ドウェアに関係 な くユ ーザーがア

プ リケー ション ・ソフ トをネ ッ トワーク上の異な ったポイ ン トで シェアが可能。

・IBM:System36 ,System38,に 新 しく上位,下 位機種 を発表。その他RTPC用 の イー

サネ ッ ト・アダプタ,新 しい コ ミュニケー シ ョン ・コ ン トローラを登場 させ た。 また,会 場で

は音声認識のデモを行 い話題 とな った。

・ この ほか ,Zenith社 に よるZ-181(3Y2フ ロ ッピーデ ィス ク装備)GTEス ペ ー スネ ッ

ト(GTEの 子 会社)に よるスカイスター(Kuバ ン ド)衛 星サー ビス,Printronix社 に よ る

レーザー ・プ リンタ(パ ーソナル ・ライ ンプ リンタ),な ど数多 くの新製 品が発表 された。

(話題 を読ん だ 日本製 品)

NCCに お ける 日本 メーカーの展示 は,年 々増加す るとともに展示 その もの も大規模 にな って

いる。今年のNCCで も 日本 メー カーの ブー スには多 くの人が集 まり外人 プ レスの人気 も呼 んだ。

なかで も,NECのAstraXL/32の 展 示,東 芝のポータブル ・プ リンタ,日 立のCM207

3高 解 像度CM2073カ ラ ー ・モニ ター,ソ ー ドのM680UK(UNIXベ ー スの マル

チユーザ システム),富 士 通の新 しいStorageプ ロダクツ,JUKIの 液 晶 プ リンター(JUKN

6500)な ど話題 とな った。

ここ数年,NCCで の展 示企業数 は次第 に減 って いる。一昨年の750社,昨 年の600社 に続 い

て今 年 は400社 に 減少 した。NCCに 毎 年参加 してい る者 は,「 これ まで 四 日間かか って も,

セ ッションに参加 して いる と展 示会場 を十分見 られなか った。 しか し,今 年 は2日 もあれば十分

だ。」 と言 って いる。事実,数 年前 まで は余 りに も多 くの展示 と参加者 によ る会議の混雑 で ,ま

るで デパ ー トの特 売場 の よ うに人 ごみの後 か ら見 るのがや っとであ った。 しか し,今 回 はゆ っ

くりと見,ま た展 示関係 者の説 明 を十 分聞 くこと もで きた。多 くの代表 的 メイ ンク レー マー,

Burroughs,DEC,CDCな ど は ここ数年展 示を行 って いない。 しか し,あ る者 によれ ば 「代表

的な ものは他 の場所 あ るいはメーカーの展 示で も十分見 ることがで きる。」,「 我 々は"小 さ

な奴"を 見 そ こに新 しい もの を見 つけ ることがで き,そ れな りの成果 は十分あ った。」 と感想

を述べ ていた。

(言己念講」寅)

NCCが25周 年 を迎え たのを記念 して,ControlDataCorp.の 名誉会長(1957年CDCの 設 立

者)ウ ィ リアムC.ノ リスの記念 講演 が行われ,そ の要 旨は次のとおりで あ った。

一33一



米国が過去に,も し二つの政策上の過 ちを犯さなければ,多 くの産業分野で,今 なお日本やそ

の他の諸国に対 し優位を保つことが出来た筈である。

その第一は,不 必要な重複投資によって研究開発上必要 とする資源を浪費 したことである。

第二は,米 国が持っている科学知識をベースに,海 外で開発された技術に対 し,米 国企業がそ

の権利を得ようとしなか った事である。多くの米国企業はこうした海外技術から得られるものは

大 した事は無いとたかをくくっていたのである。

こうした過ちが結果的には,海 外諸国で,政 府による助成 あるいは政府指導による企業間強

力ともあいまって,新 技術が生まれマーケットシェアを奪われることとなった。米国の企業は,

これまで自分達,っ まり個々の企業だけで対処 しようとしてきた。米国が生んだ技術をベースに,

政府の強力なバックア ップと企業相互間の協力によって,今 や諸外国,特 に日本は米国の脅威に

なってきていることを示唆 した。

かつて シカゴのマッコー ミックプレスにおいてHP社 の会長パ ッカー ドは 「我々の業界は我々

自身の力で ここまで発展 して来た。我々は今後とも政府の力を必要としない。助成は,そ れにも

増 して厳 しい規制を生むだけである。」と説いたが,今 やこうした余裕は産業界,特 にコンピュ

ータ業界においては失われていることを物語っている。 しか し,ノ リスは米国においても最近に

なって企業間の協力が生 まれその成果があがりつつあることを具体例を用いて説明した。

彼はまた,「 コンピュータにおける世代の交替は,一 般に技術発展段階から言われる,い わゆ

る,真 空管の第一世代から今日の人口知能をベースにした第五世代に至るまでを指 している。 し

か し,私 はもっと異な った見方を したい。っまり,コ ンピュータの世代を技術面から見るのでは

な く,社 会における役割で表したい。そのような見方をすれば今日のコンピュータは未だ第二世

代である。コンピュータが完全に読み書 きが出来,人 間と同 じように扱えるようになれば第三世

代と呼ぶことができるだろう。」と言っている。コンピュータ業界に永 く籍を置き,業 界の指導

的立場にある彼の講演は多 くの聴衆を魅了 した。
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4.調 査 企業

4、1ADR社

調 査 先

'調査月 日

住 所

訪問相手

ADRInternationalCorP.

6.19(木)午 前

Route206andOrchardRoadCN-8PrincetonNJO8540

Mr.BarryJ.Franke1,DirectorInternationalMarketing

TLX.4754201TEL.201-874-9000

4.1,1会 社 概要

ADR社 は ソフ トウェア開発を専 門に行 ってお り,ソ フ トウェア開発では米 国で も中心 的な企業

で あ り,主 な製品 と してデ ータベース システム,ア プ リケー ション開発用 ツール,オ ンラ イ ン開発

ツール,電 子 メールを中心 と したOA化 ツール,財 務計画 シュ ミレーションプ ログラム,メ イ ンフ

レーム と結合 したパー ソナル コン ピュー タ用 アプ リケー ションプ ログラム,教 育訓練 パ ッケ ージ等

が あ り,世 界各国 に市場を持 って いる。 日本 にお いて もIBM3270,お よ び5550で カ タカ

ナ,漢 字処 理を行え るソフ トウェアを開発 し販売 して いる。ADR社 は1985年 迄 は独立 したソフ ト

ウェア会 社であ ったが,1986年 にア メ リテ ック社(AMERITECCORP)グ ル ー プの一 社 とな った。

アメ リテ ック社 はAT&Tか ら分離 独立 した企業 でオハイオ州,ミ シガ ン州,イ リノイ州,イ

ンデ ィアナ州,ウ ィスコ ン州で電話サー ビスを中心 に高速 データ通 信等の コ ミュニケ ーシ ョン関係'

業 務 を行 ってお り,従 業員 は76,000人 以 上で ある。

ADR社 の 業務 は従来 と変わ らず ソフ トウェアの開発 を行い,今 後 はコ ンピュータと通信技 術の

融合 をよ り強化す る方針で ある。

ADR社 の 主な企業活動 は次の とお りで ある。

1960

1965

1967

1968

1969

1975

・世界で最初にコボルコンパイラーの開発

全米で進出したソフ トウェア会社の第1号

ヨーロッパ市場に進出

米国におけるソフ トウェア特許を最初に承認

ROSCOE(オ ンラインプログラム)の 発表

ライブラリアンの発表

メタコボルの発表

ワー ドプロセ ッサーの導入
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1978

1979

1982

1984

1985

EMpire(財 務 計画,意 志決定)の 発表

デー タベー ス製品の発表

DATACOM/DB

DATADICTIONARY

DATAQUERY

DATAREPORTER

IDEAL(第 四世代言語)の 開発

電子 メール製 品の発表

電子 メール,世 界20,000個 所 に設 置済 み

IDEALを 市 場 に発表

現 在ユーザ は8,000社 余 りであ り,代 表的な もの としてゼネラルモーターズ,マ グロ ウヒル,コ

ダ ック,コ カ コー ラボ トラーズ,日 産 自動車等 多数の一流企業が2万 以上の ソフ トウ ェア製品 を

使用 してい る。ADR社 の スタ ッフは1,700人 で あ り,そ の 内訳 はコ ンピュータ技術者 およびプ ロ

グラマが550人,サ ポー ト要員 と して世界各国に500人,マ ーケ ッ トお よびサ ー ビス要員が650人

で あ る。 その他 にADR製 品 を販売 してい る代理店があ り,そ こには500人 以 上の スタ ッフが いる。

1978年 まで は,30人 で デー タベース システムを開発 して いたが,現 在 は300人 以 上で この開発を行

って いる。ADR社 は 自社製品を開発す るだけでな く,ユ1一 ザの要望 に応 じて メイ ンフ レーム,お

よび ミニ コ ンピュータ分野 で もアプ リケー シ ョンプ ログラム,シ ステ ム関係 プログラムの作成,お

よび コンサル タ ン ト業務 を行 っている。 また,・ADR社 の 小会社であ るマサチ ューセ ッツコ ンピュ

一夕ア ソシエ ス社 は米国 国防総 省に協 力 し
,Ada言 語 の開発に従事 し重要な役割を果 た した。

ADR社 は今後 の ソフ トウ ェア開 発の方針 と して次の ような目標を定めてい る。

① ソフ トウェア製品の統合化お よび システム化

② メイ ンフ レーム製品 を補完す るパ ー ソナル コンピュー タ用アプ リケー シ ョンの開発

③ 第 四世代言 語であ るIDEALを 最 高 レベ ルにバー シ ョンア ップす る

④ 一般 ユーザ向けの ワークステ ー ション用 イ ンタフ ェー スの開発

4.1.2パ ーソナルコンピュータ用ソフ トウェアの開発について

現在の通信革命の時代では,パ ーソナルコンピュータは単にスタン ドアロン形態として処理する

のみでは利用が限定されるので,今 後はメインフレーム,お よび ミニコンピュータと通信回線で処

理する形態が主流になる。その適用業務は多岐に亘るものと考え られるが,通 信方式が統一されて

いない為,ど の方式の基で開発するかが問題になっている。

ADR社 は独 自のシステムを開発するためには相当規模の投資,開 発期間を要 し,ま た,.:.の 製

品が市場で成功す るとは限 らない。従 って大 きな リスクをさける為にIBM製 品をサポー トするソ
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フ トウェ ア製 品 を開 発 す る方 針 で あ る。 最近 にお いてIBM社 はSNA(SystemsNetwork

Architecture)LU6.2お よ びAPPC(AdvancedProgramtoProgramCommunication)を 発 表 し

た。 これ は現行のSNAの 機 能を強 化 した もの で,ワ ー クステー ションまた はパ ーソナル コンピュ

ータの 間で プログラム同士の通信 を可能 に した もので ,メ イ ンフ レームを介 さず にパー ソナルコ ン

ピュータ間同士での会話が可能な システムである。 この システムはパ ー ソナル コ ンピュータを利用

したオ フィスシステムの通信 分野で も重要 な役割 を果たす ものであ る。 したが って,ADR社 は こ

の システムを意識 し,パ ー ソナル コ ンピュータのソフ トウェア製 品の開発 を行 う予定である。 しか

しなが ら,SNALU6.2APPCも 完 全 なシステム とは言 えず,ADR社 が よ り機能強化を し

た い場合,独 自で開発を行 うか,IBM社 の機能 ア ップ した システムの発 表を待つか微妙 な立場 に

あ る。

米国 において最近 ダ ウンサイズ ィ ング(DownSizing)と い う言葉が使用 されてお り,今 まで メイ

ンフ レームで処 理 していた ものを よりユ ーザに近 い部署 の ミニコ ンピュータ,ま た はパ ーソナル コ

ンピュー タで処理 を代行 させ,メ イ ンフ レームの負荷を軽減 させ る ことおよび コス トダ ウンを図 る

とい う意味で使用 して い る。

4.1.3デ ー タベースマネ ジメ ン トシステムにつ いて

ADR社 はADR/DATACOM/OBと い うデ ータベースマネ ジメ ン トシステムを保 有 しているが,こ の

システムのフ ァミリー製品 と してD-NETを 開 発 した。 このD-NETは 発 表 してか ら1年 にな

るが,現 在100セ ッ トをユ ーザ に移植 して いる。発表 して 間 もな い事 もあ り,製 造 業,金 融機関,

政 府機関等の25部 門 で運用 されて お り,残 りは移行作業 中 もしくは運用準備 中であ る。

この システムの特徴 は,分 散型 リレー シ ョナルデータベ ースを コ ン トロールす るネ ッ トワークシ

ステムであ る。 この分散型 システムは,各 地区に分散 して いるデ ータベ ースのデ ィクショナ リー管

理を中央の ホス トコン ピュー タが行 い,ど の地 区か らで も必要なデ ータベ ースをア クセス出来 るシ

ステムであ る。 通常 での利用形態で は必要なデータベースはユ ーザの身近 な場所 に存在すれば よ く,

あ まり関係ないデー タベース はユ ーザの必要に応 じて利用可能であれば問題が ない。 この様 に各地

区にデー タベースを分散 す る事 によ り,デ ータベースの アクセス時間が短縮 され,ま た,デ ータベ

ース 自体 もコンパ ク トな設計 にな る。

現在ADR社 が データベース システムの競争相手 と意識 して いるの は,ソ フ トウェァエー ジ社,

カ リネ ッ ト社,イ ンプ レス社,IBM社,シ ンコム社等であ り,最 終的な競争相手 はIBM社 で あ

る と考 えている。IBM社 は現 在R-STARと い う名前で新 しいデー タベ ースマネジメン トシス

テムを開発中で あ6が,発 表す る迄 には3～4年 かか るとADR社 は予想 して いる。
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4.2MCGRAW-HlLLlNC

調 査 先

調査月日

住 所

訪問相手

McGraw-HilLlnc.

6.19(木)午 後

PrincetonRoad,Hight'sTown,NJ.08520

Mr.JohnDobi▲asVicePresident,ComputerServiceGroup,Information

ServiceTechnology

TLX.127960TEL.609-426-7128

4.2.1会 社 概要

マグロウ ヒル社 は1958年 に,ニ ュー ジャー ジ州 のイース トウィンザーハイ ツタウンに書 籍頒布セ

ンターと して創立 され,当 時の従業員は40人 で あった。現 在,従 業員 は1万4千 人にな り,世 界各

地 に300余 りの事務所が設 立 され,1985年 の歳入 は約150億 ドルに達 してい る。1

同社 は商業,産 業,金 融,教 育,科 学技術,
51.500

法律家等の知的職業,お よび政府等に対 し,必

要な情報をサービスする米国における代表的な

出版会社である。

現在における情報化社会は24時 間体制で,金

融やビジネスに関係す る情報を必要としている。

同社は現在で も書籍を中心としで重要な情報を

提供 しているが,今 後 も業界の トップリーダー

としての地位を守る事 と,サ ービスの強化を図

る事を目的として,最 新のコンピュータシステ

ムとコミュニケーション技術を結びつけ高度の

情報提供者に変貌 しっっある。

具体的には,1990年 迄に独自のデーー夕処理シ

747576777879808182838485

図4-1マ グロウヒル社の年間売上

ステムとコ ミュニケ ー シ ョンサ ー ビズを完成 させ ることであ り,ニ ュー ジャー シ州のイース トウィ

ンザ データセ ンターと コロラ ド州の デ ンバ ーとマサチ ューセ ッツ州 の レキ シン トンとのオ ンライ ン

化が完成 した事 もあ り,現 行の プ リン トサ ー ビス体制 と併行 して,電 子情報 提供サー ビス システム

を確立す る事であ る。現 在,イ ース トウイ ンザデ ータセ ンターには2台 の大型 コンピュータ,3台

の レ一一ザ プ リンター,100台 以 上の高速 データ記憶装置,50,000本 以上 の磁 気テープを保有 して い

る。
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4.2.2事 業 内容

(1)マ グ ロウヒル書店

マグ ロウヒル書店 は世界中の読者 に2,000種 類 以上 の書物,雑 誌,時 事解説,コ ンピュータ ソ

フ トウ ェアプ ログラム,視 聴覚教材,マ ルチメデ ィアパ ッケー ジを提供 して いる。 これ らは,①

高等教育 および訓練部 門 ②学校 および職業部 門 ③健康管理部 門 ④法律,お よび会計 ⑤工

学お よび科学部 門 ⑥国 際関係の6部 門 に分 かれて いる。

当書店 よ り出版 され た有名 な出版物 と して 「科学技術 にっ いてのマ グロウ ヒル百科事典全15巻 」,

そ の分 野で は75年 間,指 導書 とな って い る トー マス フ レンチ著の 「工学 製 図(Engineering

Drawing」,ア メ リカの小学校の3人 の うち1人 は使 って いる 「コメッ トメイヤー書 き方 シ リー

ズ」,世 界 中で ベス トセラー とな って いる経済学の教 科書で あ り,ノ ーベル賞受賞者の1人,ポ

ールサ ミュエルソ ンと共 同執筆者 ウィ リアムノー ドハ ウスによる 「経 済学 教科書」が挙 げ られる
。

(2)マ グ ロウ ヒル情報 システム会社.

マ グロウ ヒル情報 システム会社 は建設関係,お よびコ ンピュータコ ミュニケ ーシ ョン関係 の2

大 市場 に焦点 を当て,サ ービスを行 って いる。建設関係 は4部 門 に分 かれ,以 下の5種 類の雑誌

と2種 類の時事解説を通 じて建設産業情報 を提供 して いる。

①ArchitecturalRecord,②BuildingEconomics,③EngineeringNews-Record,④Electrical

Construction&Maintenance,⑤ElectricalMarketing,

①ElectricalWholesaling,②lnternationalConstructionWeek

コ ン ピュー タコ ミュニケー シ ョン関係 は,5部 門 で構成 されてお り,そ の部 門 は ① デー タプ

ロ リサ ーチ コーポ レー シ ョン,②DRIコ ミ ュニケ ー ショ ンズ イ ンフ ォメー シ ョンサ ー ビス,

③CCMI/マ グ ロウヒル,④ オズボー ン/マ グロウ ヒル,⑤ フューチ ャー コンピューテ ィ ング

コーポ レー ションである。 また,雑 誌rByte」 等 を通 じて情報サー ビスを行 ってい る。

(3)マ グ ロウ ヒル出版会社

当社 は管理,製 造,加 工産業,エ ネルギー,交me,"特 別 市場の分野 について世界中の読者 に60

種 の 雑誌,時 事解説,ニ ューズ ワイヤーをサー ビス してい る。中で も最 も権威 のあ るビジネ スニ

ュー スマガ ジンである 「ビジネス ウイー ク」誌 があ る。 また,日 本との共 同事 業であ る日経 マ グ

ロウ ヒルで は,16種 類 の ビジネス専門誌 と時事解説 を出版 してい る。'

そ の他 に次の ような書籍を 出版 して いる。

●AviationWeek&SpaceTechnology

。ChemicalWeekandChemicalEngineering

・AmericanMachinist

ま た,EMIS(ElectronicMarketsandInformationSystem)は 経 済専門 データベ ースを用

意 し,市 場分析,お よび意志 決定 のための支援を行 って いる。
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(4)ス タ ンダー ド ア ン ド ブァズ コー ポ レーシ ョン

企業,自 治体の負債 に対す る信用情報 お よび資産情報 の提供 を行 って お り,約15,000の 企業

等の情報を保持 して いる。 また,金 融 情報 証券市場の見通 しにっいての サー ビスを行 っている 。

(5)フ ァ イナ ンシャル ア ン ド エ コノ ミック イ ンフ ォメー ションカ ンパ 二一

金融,経 済 運輸関連情報 をサ ー ビス してお り,中 で もCompustatServicesは 米 国,カ ナダに

お ける6,000以 上 の企業統計情報 をデ ータベ ース化 してい る。

㈲ マグロウ ヒル放送協会

マグロウ ヒル放送 は,独 自に以下の4テ レビ局 を開設 してい る。

① デ ンバ ーKMGH-TV7チ ャ ンネル

② イ ンデ ィアナポ リスWRTV6チ ャ ンネル

③ サ ンデ ィエ ゴKGTV10チ ャ ンネル

④ ベ イカーズフ ィール ドKERO-TV23チ ャ ンネル

4.2.3デ ー タベースについて

(1)使 用 システム

マグロウ ヒル社 は現在,3種 類 のデー タベース システムを使 い分 けてお り,こ れ らの システム

は次の通 りで ある。

システム名 ベ ンダー アー クテ クチ ャー

IMS IBM 断 層 構 造 型

IDMS Cullinet ネ ッ トワ ー ク型

Datacom/DB ADR リレー シ ョナル型

L

データベースの適用分野 は書籍,出 版の注文 ・配布 ・広告 に関す るもの と,市 場調査 ・企業信

用調査 ・企業統計情報 ・建築産業情報 ・情報処理 産業 に関す るデータベ ースを保持 して い る。

② 関連 ツール

3種 類のデ ータベ ース システムを使用 してい るため,次 の関連 ツールを用 いて いる。

IMSOPUS-IBMScreenGenerator

DBPrototype-

DBATools'

SecondaryIndexUtility

IDMSADS/OL-4GL

OLQ-QueryLanguage
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DATACOM/DB

IDO-DataDictionary

TOOLKIT-DBATools

IDEAL-4GL

DATAQUERY-QueryLanguage

DATADICTlONARY

PC/DATACOM

VSAMTransparency

DLITransparency

③ データベースの開発状況

① デー タベース システムの移行

1981年 で は全てのデー タベ ースをIDMSシ ス テムの基 で開発を行 っていたが,1984年 に は

IDMSシ ステ ムは約70%に な り,残 り30%はIMS.シ ス テム とADRシ ステムの基での開発

に変わ って きた。19S6年 に なると約50%がADRシ ステムにな り31DMSシ ステムは38%I

MSシ ステムは12%に 落ちた。 この理由はADRシ ステムが生産性,お よび使用効率が他のシ

ステムに比較 し,優 れているマグロヒル社は判断し,新 しく開発するものは全て,ADRシ ス

テムの基で開発する方針にした為である。

麟欝欝熱

81.1.1.プ ロ グ ラ ム 本 数 一122本

藍翌■lII]viSlOO890122

⊆ ヨそ の他O.8700

合 言十1328%122

84.1.1.プ ロ グ ラ ム 本 数 一1262本

口工芸]IMS2f5%271
6躍囲ADR83%
口lDMS702%

合 計1008%1226

86.1.1.プ ロ グ ラ ム 本 数 一2333本

圏IN1S115%271

囲ADR58.1]76
1===コlUMS38.896

合 計
,IOO8902333

図4-2デ ー タベー ス開発状況
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② システム別の生産性

同社でIDMS,IMS,ADR,各 システムの生産性を比較するため,各 システム別に中

規模のデータベースを構築 し,そ の生産性を分析 した結果が下図である。

特にADRシ ステムの生産

性はIMSシ ステムの約11倍,

IDMSシ ステムの約2.5借 本
50

と,非 常に高い生産性にな っ45

て い る。同社 はこの理由 と し40
35

て,情 報の格納から検索まで30

25
完全に統合されたシステムで

20

アプ リケ ーシ ョン開発 ツール,15

10
エ ン ドユ ーザ検索 ツール,お

5

よびシステム移行ツールが完o

備 していることを挙げている。

IMSI[MSA[R

匝 口IMS
囲IDMS
-ADR

図4-3シ ス テム別生産性

③ 部門 ・システ ム別開発状況

1986年 で2,333本 の アプ リケー シ ョンプ ログラムを開発 したが,ADRシ ス テムで は1,183

本 に達 して いる。残 りの アプ リケー シ ョンプログラムはIMS,お よ びIDMSシ ス テムで開

発 した もので書籍 ・出版 が中

心 にな って いる。 これ らは同

社が早く醒 したシステムで12㎡

今後はシステム変更が有 り次1000

第,ADRシ ステムに移行す

る予定である。

12㎡
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圃 企業情報
肛囲 建設情報
E=コ 信用調査
=出 版
巳 コ書 籍

図4-4部 門 ・システム別開発状況

一42一

一



4.3MCl社

調 査 先

調査月日

住 所

訪問相手

MCICommunicationsCorp.

6.20(金)午 前

InternationalDrive,RyeBrook,NY10573

MCIInternationalMr.JerryA.Demartion

VicePresident,InternationalRelations

TLX.620588TEL.212-997-0070

4.3.1会 社概要

MCI社 はAT&T社 に次 ぐ全米第2位 の長距離通信業社であり,全 米での長距離電話の5%の

市場を占めている。また,国 際関係ではヨーロッパ,ア フリカ,中 南米,太 平洋地域に進出し,世

界の50数 ヵ国との通信サービスを行っている。主な業務は音声サービス,テ レックス,電 子メール,

パケッ ト交換サービス,ケ ーブルブランチサー ビス,教 育サービス等であり,コ ミュニケーション

サービスに関してはフルサービスを行っており,AT&T社 にないテレックス部門を所持 している。

現在,MCI社 はAT&T社 および他の通信業社と通信業社と熾烈な競争関係にあり,今 年度の

投下資金はAT&T社 と同 じ10億 ドルを予定 している。今後は音声サービス以外のデータ通信事業

にも力を入れていくものと考え られる。MCI社 の地上通信幹線は原時点で2億2,000マ イルの回

線長を持っているが,本 年末には3億4,000マ イルに拡張する予定である。また,同 社の通信回線

の約半分はディジタル化されてお り,こ れは世界最大のものでMCI社 の強みになっている。さら

に,全 てのネ ットワークを1990年 迄にディジタル化する予定であるが,収 益が1983年 の2億200万

ドル・1984年 の5・900万 ドル・1985年 の1億1,300万 ドルと安定 していない。 したがって今後の収

益の伸びがこの計画を大 きく左右するものと考えられる。

4.3.2コ ミ ュニケー ションサー ビスにつ いて

(1)音 声 サー ビス

米国 にお ける長距離電話市場 は1985年 で440億 ドルであ り,そ の内国際音声 サー ビスは25億 ド

ル と予想 されてお り,そ の年 間成長率 は20%～25%と 高 く,MCI社 は この成長性 に大 きい期待

をかけて いる。同社の国際サ ー ビスは1984年10月 か ら開始 し,当 初8ヶ 国への サー ビスであ った

が,現 在39ヶ 国 にな って いる。最近 で はシンガ ポール,ス ペ イ ンに も開設 し,本 年7月 には日本,

8月 に はイタ リア とのサー ビスを行 う。MCI社 の 国外サー ビスの市場 占有率 は,1985年 時 点の

10.1%か ら現在 の13.0%と 順 調な発展 を とげてい る。

MCI社 はIBM社 と の結 びつ きを強 め,同 社よ り17%の 資 本を受けてお り,従 来AT&Tの

コ ミュニケー ション部門 を利用 して いたIBM社 はMCI社 に移 行 しつっあ る。 また,本 年3月
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,

にはSBS社(サ テライ トビジネスシステム社)を 買収 し,市 場への拡大を図っている。

② テレックスサー ビス

テレックスの送受信はワール ドメイルシステムという電子メイル方式でメッセージの交換が行

われ,世 界各国との交信を行っている。これは単にメッセージだけの交換でなく,電 子形式のメ

ッセージ交換も可能である。米国にあるスイッチ ングセ ンターを通 しベルギー,オ ース トラリア

にあるレーザプリンタセ ンターに転送され,プ リントされたハー ドコピーがユーザに渡される。

また,外 国か ら米国内には4時 間以内で配送が可能である。

(3)電 子メイル

MCI社 が国内および世界50ヶ 国でサービスしている公開された電子メイルシステムで,1983

年11月 に営業を始めて以来20万 人の会員を擁 している。 この うち使用頻度の高い会員は7万

5,000人 であり主に商用に利用 している。このシステムの特徴 として会員は勿論,非 会員でも利

用できるシステムということである。従来 この種のサービスは利用頻度の高い企業を主な対象

としていたので,個 人で利用頻度の少ないユーザはザ ・ソース,コ ンブサーブ,デ ルファイ社の

会員間の電子メイルを利用 した。また,非 会員はこれとは別のE-COM(U.S.Postal)を 利用

することになるが,配 送に時間がかかるため不便を感 じていた。 このMCIメ イルサービスは一

般のユーザに解放 したことにより電子メイル市場に大きなインパ クトを与え利用者を大幅に増や

した。

MCI電 子メイルには次の3つ の基本サービスがあ り,そ の内容は以下のとおりである。

① 末端方式(ハ ー ドコピーも含む)

② 郵便方式

③ テレックスディスパッチ方式

また,配 送サービスは非会員を含めて料金体系別に次の通 りである。

①4時 間以内 全米主要都市

②24時 間以内 全米20,000ヶ 所

③ ポスタルデリバ リ ポスタルセンターで印刷 しU.S.Postalを 通 じて配送

この他にオプションとして基本サービスと拡張サービスが用意 されており,前 者は一般的で操

作方法が簡単でメニュー方式になっており,後 者は操作方法に多少の知識を必要とし,企 業名,

個人の署名等の合成が出来る。また,繰 り返 し利用する同じ書式のものはあらか じめ レイアウト

が可能で,必 要 に応 じて格納 されている書式を呼び出 し最低限の事項を盛り込む事により簡単に

作成で きる機能がある。
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4.4QuatumScienceCorP.

調 査 先

調査月日

住 所

訪 問相手

QuantumScienceCorp.

6.20(金)午 後

1114AvenueofAmericasNY.10036

Dr.M.SteavensonPRESIDENT

TLX.236381TEL.212-997-0070

4.4.1会 社概要

世界的に著名な調査会社で特にコンピュータサービス,コ ミュニケーションオフィスシステム等

の分野を得意としている。今回は

① 情報処理産業の動向 ② コンピュータシステムの大型化

③ ワークステーションの動向 ④ 新技術とその応用技術

⑤ 情報処理企業の評価 ⑥ その他

についての調査を行った。

Quantu

Science

大平洋地区

Quantu

Consultants

図4-5カ ンタム社の機構図
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4.4.2情 報 産 業市場 につ いて

(1)情 報 関連機 器および情報サー ビスの動 向

米国 にお ける情 報関連機器,お よび情報 サー ビス は1985年 の1,261億 ドルか ら1990年 の1,940

億 ドル に成長 し,こ の5年 間の伸びは約54%に 達 す るもの と考え られ る。 この中での成長分野 は

通信 を中心 と した コ ミュニケー シ ョンサー ビス部 門で,1990年 に は全体の41.5%を 占め,全 額で

805億 ドル になる と予想 され る。又,ハ ー ドウ ェア部門 は1985年 の48.1%か ら1990年 の40.3%に

な り,約7.8%減 少 す る。 この理由はハ ー ドウ ェアの低 コス ト化が今後 も行われ,金 額面での寄

与が小 さ くな るたあであ る。

(単 位10億 ドル)

歴 日'・ 一 ドウ ・ア製 品

口 ・ン ピ ・一夕サ ー ビス

躍褒 到コ ミ ュニケ ーシ ョンサー ビス

面 面 音声 機 器

■ ■ 事 務 器

合 計

1985E

35.8%4

15.2%'1

36.7%4

4。9%

7.4%

100.0%12

1990年

.12.6%57.4

.21.2%35.3

.341.5%80.5

.2.0%11.6

.34.7%9.2

.1100.0%194

図4-6米 国情報処理関係の市場

(2)シ ステム規模別の動向

出荷台数 では小型コンピュータシステムが1990年 に68%に なり,大 幅な伸びが予想され,ま た,

ワークステーション関係も比率は下がるが台数的に大 きな成長が望まれる。一方,大 型システム

は台数的に0.1%の 微増にとどまるものと考えれている。 しか しながら,金 額面から見ると大型

システムが1985年43.9%,200億 ドルから1990年 の46.2%,273億 ドルと全体額の半数近いウェ

イ トを占める状況になる。これは大型システムの市場への進出が一巡 したことにより台数的な伸

びは期待出来ない事 と,大 型システムはより大型 システムへの移行が図られるためである。
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10億 ドル $5910

囲SlalSCS
∈ ヨLCS
[==コT/W

図4-7出 荷 金 額

SCS:小 型 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

LCS:大 型 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

T/W:タ ー ミナ ル/ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

8。。(類

700

6000

5000

4000

300

200

100

塵鍵田SCS
自LCS
[==コT/W

図4-8出 荷 台数

(3)ワ ークスーション関係の動向

① 機種別年間成長率

ワーークステーション関係の成長は今後 も大 きな伸びが予想 され,1990年 迄は台数で各機種共

に10%以 上,金 額で7%以 上の成長率をもって移行 していく。特に音声関係は現在における普

及率が低い事 も有 り,台 数 金額の両面で70%を 超え,急 激な成長性を持 っている。種類別で

はテキス トワークステーションの台数は5年 間で約2倍 にな り,ま た,パ ーソナルコンピュー

タ関係が金額で1.5倍 に達するものと予想される。
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表4-1ワ ー クステー ション設置動向

1985年 1990年 年間成長率

合計台数(百 万台) 17,454 31,041 12.7%

一般端末(パ ーソナルコン白一夕お よび 5,068 8,544 11.0

小 型]ンピ・一タを含む)

デ ー タター ミナル 9,131 14,815 10.2

テキ ス トワー クステー シ ョン 3,154 6,262 14.7

音 声 ワー クステー シ ョン 0,101 1,420 70.0

合計金額(10億 ドル) 75,179 113,901 8.7%

一 般 端 末(パ ーソナ1臼ンピュ一夕お よ び 27,413 42,389 9.1

小 型 コンビ・一夕を含む)

デ ータター ミナル 31,932 46,081 7.6

テ キ ス トワー クステ ーシ ョン 15,634 22,124 7.2

音 声 ワー クステー シ ョン 0,200 3,307 75.3

② 種類別導入状況

米国の事務職者におけるワークステーションの普及台数は,1985年 で3.7人 に1台 であり,

これが1990年 には2.4人 に1台 の割にな

りさらにワークステーション化が進み事

務の合理化が図られる。特に1990年 には

秘書への普及率 は86.1%に なり,ほ ぼ1

人に1台 の時代に突入する。また,技 術

者 ・専門職は3人 に1台,販 売関係は2

人に1台 の割りで利用されると思われる。その他の管理監督者用の台数 も倍増 し,業 務におけ

るワークステーションの役割 はますます高 くなっていくものと考えられる。

1985年 1990年

①事務職者数 5,853万 人 6,496万 人

② ワークステーション 台 数 1,565万 台 2,656万 台

① ÷② 3.7人 2.4人
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表4-2職 業 別 ワー クステー ション設置割合(1990年)

職種別(単 位 千人) ワー クステー シ ョンクラス(%)

テキストワーク 音声ワーク

従業者数 一般端末 データターミナル 合 計
ステーション ステーション

専門技術者 18,860 11.8 11.6・ 1.3 2.3 27

管理監督者 13,100 8.9 8.8 1.8 2.8 22.3

販売関係者 14,170 8.0 33.9 1.2 1.0 44.1

秘 書 5,500 一 一 81.7 4.4 86.1

その他中間管理者等 13,330 10.6 40.8 4.7 0.7 56.8

事務職者計 64,960 9.1 20.9 8.9 2.0 40.9

表4-3職 種 別 ワー クステーシ ョン設 置状況(1985年)

単位 千

ワー クステーシ ョンクラス

従業者数 一般端末 データターミナル

テキストワーク

ステーション

音 声 ワーク

ステーション

合 計

専門技術者 16,840 2,080 971 128 16.9 3,196

管理監督者

販売関係者

秘 書

その他中間管理者等

11,810

12,830

4,980

12,070

624

541

-

602

389

3,217

-

4,079

102

61

2,399

357

48.5

25.1

6.5

2.2

1,164

3,844

2,405

5,040

事務職者計

そ の 他

58,530 3,847

1,220

8,656

475

3,047

108

99.1

1.9

15,649

1,805

合 計 台数 5,067 9,131 3,155 101.σ 17,454
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表4-4職 種 別 ワー クステー ション設置台数(1990年)

単位 千

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン ク ラ ス"

テキストワーク 音声 ワーク

従業者数 一般端末 デークターミナル 合 計
ステーション ステーション

専門技術者 18,860 2,218 2,185.0 242 438 5,b83
,

管理監督者 13,100 1,162 1,149 239 362 2,912

販売関係者 14,170 1,137 4,805 166.0 143 6,251

秘 書 5,500
一 一 4,492 243 4,735.

その他中間管理者等 13,330 1,419 5,435 621 99 7,574

事務職者計 64,960 5,936 13,574 5,760 1,285 26,555

そ の 他 2,608 1,241 502 135 4,486

合 計 台 数 8,544 14,815 6,262 1,420 31,041

4.4.3新 技 術 の動 向

1990年から1995年 にかけて新 しい技術が次々に開発され,情 報処理の世界に大きな役割を果たす

事が約束されている。最 も身近なものとして音声認識技術があるがピ近い将来にこの技術が生かさ

れ,音 声テキス トエディタが出現すると思われる。また,新 技術には並行処理技術 垂直磁気記録

技術,赤 外線通信技術,等 の出現が考えられる。これらの新技術はエキスパー トシステム,人 口知

能,ス ーパーミニ コンピュータ,個 人用ワークステーションの実現に向けて大きな影響を与えるも

のと言える。また,現 在の事務室は各種OA機 器等が導入され,室 内に配線を必要としているが,

1995年迄にはワイヤ レスオフィスが出現すると思われる。
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(技術動向)
赤外線通信技術

1995年
(応 用システム)

図4-9新 技術の動向

4.4.4情 報処理企業の評価

米国における情報処理企業を調査,分 析し,評 価 したものである。各社を比較する上でIBM社

を100と し,各 社の能力に基づいて順位付け したものである。当然の事としてIBM社 は1位 に評

価 されている。AT&T社 は通信市場での圧倒的な強さと,総 合技術力の高い点が認められ,第2

位にランクされている。DEC社 は ミニコンピュLタ 部門での活躍と成長性が評価され,第3位 に

なっている。日本企業では日本電気が第4位 に入っている。その理由として通信技術,半 導体技術,

およびパーソナルコンピュータ部門の米国への進出が評価されたものである。一方,WANG社 は

大幅に順位を下げているが,開 発 した新製品に注目するものがないことが大きな原因である。

表4-5情 報処理企業の評価

1985 1984 1983

COMPANY RANKSCORE R州KSCORE RANKSCORE

lBM 1
'100

1 100 1 100
、

AT&T 2 57 6 40 6 59

DEC 3 47 2 78 3 69

NEC 4 33 10 43 N.R. N.R.

HEWLETT-PACKARD 5 32 3 45 8 48・

XEROX 6 31 9 30 5 69

NORTHERNTELECOM 7 29 15 21 9 11

BURROUGHS 8 28 13 32 12 38

OLIVETTI 9 26 14 25 N.R. N.R..

WANG 10 24 4 36 2 72

HONEYWELL 11 23 8 36 12 38

NCR 12 21 10 26 N.R. 34

ITT 13 20 N.R. 12 N.R. N.R.

PHILIPSN.V. 14 18 7 38 N.R. N.R.

HARRIS 15 17 16 18 N.R. 12
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4.5SourceTelec◎mputingCorP

調 査 先

調査月日

住 所

訪問相手

SourceTelecomputingCorp.

6.23(月)午 前

1616AndersonRoad,McLean,VA,22102

Mr.JayKellerPRESIDENT&CEO

Ms.SharonHoxVicePresidentConsumerServices

TEL.703-734-7500

4.5.1会 社 概要

SourceTelecomputingCorpは1979年 に創立 されたベ ンチャー企 業の1っ であ り,主 に生活 関連

情報 をデータベ ース化 し,オ ンライ ンシステムを通 じて一般 に提 供 してい るサー ビス会社 である。

コンブサ ーブ社 と並んで 米国におけ る一般 向け情報サ ー ビス業界を二分 して いる。同社 め開発 した

サー ビスシステム ザ ・ソース(TheSource)は ホ ームコ ンピュー タユ ーザを対象に し,約800種

類 に整理 された生活関連情 報のデー タベースを基 に全米12の 都 市,お よ び国外50ヶ 国 へ24時 間 体制

でサー ビスを行 って いる。そのサー ビス内容は大 き く分類す ると次の9種 類であ る。

① 最新ニ ュース

② ニ ュース,天 気予 報 ス ポー ツ

③ ビジネス,投 資

④ コ ミュニ ケーシ ョン

⑤ 特別会員 サー ビス

⑥ パ ーソナルコ ンピューテ ィ ング

⑦ 旅 行

⑧ 教育,ホ ーム,買 物 ゲ ーム

⑨ 会員情報

(TODAY)

(NEWS)

(BUSINESS)

(COMM)

(SiGS)

(PC)

(TRAVEL)

(HOME)

(INFO)

これらはGTETelenet,Uninet,Sourcenet等 の回線を通 じてサー ビスを行っている。

現在,北 米を中心に6万 人の会員がいるが,そ の内訳は ① ビジネス関係 ②個人 ・家庭 ③両

者の混合型が各々1/3を 占めている。また,外 国のユーザは2,500で あるが,そ の利用頻度は国内

ユーザと比較すると25%上 回っている6当 初のユーザはビデオテックスの利用者,パ ーソナルコン

ピュータに興味を覚えた人,ま たゲーム愛好家がより早 く情報を得るために会員になったが,現 在

ではより高度の情報を求め企業戦略,商 用,家 庭,趣 味と多様に使用されている。同社のサービス

形態の大部分は文字情報であり',画像サービスは一部を除いてほとんど行っていない。その理由と

してデータ転送に長時間を必要とし,ま たユーザは使用料金が高 くなり支払いが不可能になるため

で,今 後 も同社は文字情報を主力にサービスを行う方針である。
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市場 におけ るこれ らのサー ビス需要 は数年前 まで50～60%の 年 間成長率 と予想 されていたが,現

在10～20%で あ り今後4～5年 はこのペ ースで成長を続 けると同社 は予想 してい る。

(1)シ ス テム概要

情報セ ンターの システムは10数 台 のPrime社 のPrime750を 設 置 し,デ ー タベース,メ ールボ ッ

クス,パ ス ワー ド,IDナ ンバ ー等 を管理 して各種ユ ーザの要 求に対応 してい る。

PRIME-750

R
i
N
G

N
E
T

データベ ース メイルボ ックス

Nα1-Nα2
一…回

1

一回Nα9-Nα10

パ ス ワー ドIDナ ンバ ー

←

→

ネ ッ トワ ー ク

・GTETelenet

・Uninet

・Sourcenet

　

→ パ ソコン

　

→ パ ソコン

図4-10ザ ・ソースの システム概要

(2)デ ー タ収集について

ザ ・ソース システム はデー タ管理,運 用,デ ータ処理,お よび通信 サー ビスを行 うシステムで

あ り,当 システムのデー タは一部 を除 き,全 て外部か ら提供 され る。主 な データ提供者 はUPI

(UnitedPressInternational),AP(AssociatedPress),TheWashingtonPost,OAG

(OffcialAirLineGuide)社 等 であ る。 またデータの収集方法はデー タの性格,デ ータ量等を

考慮 し主 に次の方法で行 って いる。

① 通 信衛 星を利用 した リアルタイム方式

② 磁気 テープに よるバ ッチ方式

③ パ ー ソナル コンピュー タによるオ ンライ ン方式.

④ ゲー トウェイを利用 した転送方式

4.5.2主 要サービス

ザ ・ソースは生活関連情報のデータベースを約800種 類保持 し,各 種のサービスを行 っている。

そのサービスは次の9種 類に分類されサービス内容は以下のとおりである。

(1)TODAY

時間帯別の主要ニュースと世界各国のニュースを24時 間体制で収集 し,そ のニュースの特徴を

解説 したサービス,ま た,米 国および国外の証券市場の情報をサービスする。
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(2)NEWS

UPLAP・ ワ シ ン トンポス ト諸 等の新聞関係の情報 をサー ビス してい る。 これ らの二a
.一.

ス は7日 間デー タベ ースに保存 され,UPIの ニ ュースは20,000件,格 納 す る事が可能である。

(3)BUS.INESS

株 式 情報 を中心 と した もので,米 国 内の株式情報 は20分 遅 れで サー ビスで き,専 門家,一 般投

資者に対 しリアルタイムで表示で き,提 供 した証券会社 とは株式売買 も可 能であ る。また,求 人,

求 職情 報,市 場調査 サー ビス も行 って いる。

(4)COMM

電子メイルを中心 としたサービスで最 も人気のある商品である。同社の調査では,通 常 メイル

より60%早 く配送が可能であるといわれ,電 子メイルを利用 したコンピュータ会議 会員同士に

よるリアルタイム方式の会話システムが用意されている。

(5)SiGS .

パーソナルコンピュータのソフ トウェア開発者向けのサービスで,現 在のパーソナルコンピュ

ータ市場 ハー ドウェア性能 ,ソ
.フトウェアの紹介およびソフ トウェア開発における支援サービ'

スを行う。 、

その他に法律家等への専門的情報の提供,お よび切手等の収集家への情報提供サービスを行う。

(6}PC

パーソナルコンピュータに関する情報 すなわち製品に対する評価,お よび雑誌 記事の概略

を提供する。また,パ ーソナルコンピュータメーカーでデ一夕ベースからスペ ック情報を提供す

、1る。その他にパーソナルコンピュータ,お よびテレコミュニケーション業界の情報を世界各地に

いる精通 した専属ライターにより書ふれた記事を提供する。

(7)TRAVEL 、'・'}'

航空会社の時刻表,料 金の照会,ま た,米 国内での予約が出来,安 い料金でかっ都合のよい飛

行計画を立てる事が出来 る。個人用としてはホテル,モ ーテルの予約が可能であり,自 分に合っ

た条件で検索が可能なシステムである。1

⑧HOME

教育,買 物,ゲ ーム等 と大きいカテゴリーであり,多 く利用されているものに買い物システム

があり,一 流百貨店より20～30%安 く購入することができる。また,海 外からは専門書の照会,

購入等に多 く利用されている。

(9)INFO

会員用の情報案内システムで当システムの利用方法,利 用料金,新 商品の紹介を行 うサービス

で無料である。昨年1年 間で10万 件の利用があ った。また,ザ ・ソースのシステム管理に控用 し

ている。
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これ ら商品の利用度 は,米 国内では電子 メイル,UPIニ ュース,株 式情報 航空機予約 シス

テム,SiGsの 順 で,海 外 ではSiGsuPIニ ュ ースであ る。今後 はSiGsが 伸 び るも

の と思 われ る。
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ザ ・ソ ー ス サ ー ビ ス メ ニ ュ ー 一 覧(TheSource資 料)

TodayFromTheSource.

<TOI)AY>

1.Hour'sTopNews<BULLETIN>

2.BusinessUpdate<BIZDATE>

3.SportsNewsandScores<SPORTS>

4.Today'sFeatures<FOCUS>

5.WhaピsNewonTheSource<NEW>

、.29'・

》.il',

、'

News,WeatherandSpOrts

<NEWS>

'
1.TodayFromTheSource<TODAY>

2.UnitedPressInternational〈UPI>

3.AssociatedPress<AP>

4.TheWashingtonPost〈WPOST>

5.Scripps-HowardNewsService

<SHNS>

6.Accu-Weather<WEATHER>

7.UnitedMediaFeatures<BYLINES>

8.Financia}MarketRepOrtsandNews

9.NewsIndexedbySubject

<NEWSDEX>
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BusinessandInvesting

<BUSINESS>

1.STC/SSIInvestorServices<INVEST>

2.BusinessUpdate<BIZDATE>

3.InvestmentDataandAnalysis

4.FinancialMarketReportsandNews

5.GeneralBusinessReference

6.EmploymentServices<EMPLOY>

7.BusinessBulletinBoard

8.FinancialServicesIndex<BIZDEX>

9,TaxInformation<TAX>

STC/SSIInvestor

Services<INVEST>

TradingandPortfolio

Management

l,Quotes<INVESTl>

2.PortfolioManager〈INVEST2>

3.SpearSecuritiesInc.TradingOnline

<コNVEST3>(lncludesthe

Spear24-HourMarket)

4.AboutTradingandQuotes<INvEST4>

5.FinancialMarketsandAnalysis

6.BusinessandInvestmentNews

InvestmentDataandAnalysis

1.InvestmentFirmResearch

<INVESTEXT>

2.HistoricalStockAnalysis

<STOCKVUE>

3.StockholderBenefits〈FREEBIES>∫

FinancialMarketR.eports

andNews

1.FinancialMarkets<UNISTOX>

2.StockPricesFromAP

<STOCKCHECK>

3.CommodityWorldNews<CWN>

4.DonoghueMoneyLetter

<DONOGHUE>

GeneralBusinessReference

1.AcademicAmericanEncyclopedia

<ENC>

2.InformationonDemand<IOD>

TaxInfbrmation<TAX>

1.IRSInformationPublications<IRS>

2.TaxNotesToday<TNT>

3.PCTaxTreatment<PCTAX>

4.IndextoOtherTaxInformation

、

4

、

・

x

「
〆

,

〆

∵

'

CommunicationServices
<COMM>

1.SourceMail<MAIL>

2、BulletinBoards<POST>

3.ChattingOnline<HELPCHAT>

4.ComputerConferencing<PARTI>

5.MembersDirectory<MEMBERS>

6.MembersCurrentlyOnline

<ONLINE>

7.Mailgram⑧MessagingService

<MGRAM>

8.MemberPublishing<PUBLIC>

9。HowtoUploadFilestoTheSource

SpecialInterestGroups
<SIGs>

LPersonalComputingSIGs

2.ProfessionalSIGs

3.ListofSpecialInterestGroups

4.ReaderCo㎜entsandInformation

5.UsingSIGsonTheSource

PersonalComputingSIGs

l.MacintoshSIG<MACSIG>

'2
.

3

4.

5、

6

ProfessionalSIGs

1

2

3

`
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PersonalComputing

<PC>

1.MicrosearchTM〈MICROSEARCH>

2.PCMemberPublishing<PUBLICl>

3.PrOductInformation<MICROLINE>

4.PCInfbrmationExchanges

5.PCIndustryNews<NEWSBYTES>

TravelServices<TRAVEL>

1.AirSchedulesandFares

2.HotelandRestaurantGuides

3、AgencyServices

4.Accu-Weather〈WEATHER>

5.TravelBulletinBoard

AirSchedulesandFares

LOAGSchedulesandFares<OAG>

2.DittlerDomesticScheds

<AIRSCHED-D>

3.DittlerInternationalScheds

<AIRSCHED-1>

HotelandRestaurantGuides

A-ZInternationalHotelGuide

<AZ>

2.MobilHotelGuide<USROOM>

3.MobilRestaurantGuide<USREST>

FirstWorldTravel
<FIRSTWORLD>

LTravelTips<TOURS>

2.JoiningtheTravelClub<CINFO>

3.MakingTravelReservations

<LETSGO>

,

、(

b
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Education,ShopPingand

Games<HOME>

1.AcademicAmericanEncyclopedia

<ENC>

2.ShoppingAtHome<SHOP>

3.GamesArcade<GAMES>

4.MovieReviews<MOVIES>

5.Horoscopes,SoapsandMore

<BYLINES>

6.GamesBulletinBoard

ShoppingatHome<SHOP>

1.Comp・U-StoreOnLine<CSTORE>

2.MusicSourceRecordsandTapes

<MUSIC>

3,Books<BOOKS>

4.MemberBulletinBoards

5.MemberPublishingCatalogs

<PUBLICl>

1・91:M・mb・ ・1・f・・m・ti・n<INFO>

:1**FREE**

↓

■

♪ ㌧ 、
'

.、一;

'GamesArcad
e〈GAMES>

` LTheSourceGameLibrary

<HELPGAMES>

2.Blackdragon<PLAY

BLACKDRAGON>

3.SuperBlackjack<PLAYSUPERBJ>

4.Castlequest<PLAY

CAsTLEQuEST>

5.Adventure<PLAYADVENTURE>

6.Adventure550<PLAYADV550>

7、Hangman<PLAYHANGMAN>

8.Checkers<PLAYCHECKERS>

9.DungeonandMoreGames

■

1、TutorialandIntroduction<INTRO>

2.ContactingTheSource

3.HowtoChangeYourPassword

4、MembershipUsageDetailOnline

<DETAIL>

5.RatesandStorageFees<RATES>

6.Frequently-AskedQuestions

7.MembershipAgreement

8.OrderingAdditionalAccounts

9.OrderingTheSourceManual

lO.HowtoBecomeaMemberPublisher

ContactingtheSource
**FREE**

還

〕

・'十

.

1.ReachingCustomerSupport

ぐSUPPORT>

2.SuggestionBox<SUGGEST>

3.AboutMemberSurveys

'1
.

TheSource,s**FREE**

OnlineMembershipUsage

andBillingDetail<DETAIL>

1.YourPreviousMonth'sUsage

2.HowtoReadYourInvoice

3.AsktheBillingDepartmentDirectly

4.RatesandStorageFees<RATES>

5.Frequently-AskedBillingQuestions
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4.6GTETelenetCorp

調 査 先

調査月日

住 所

訪問相手

GTETelenetComunnicationsCorp

6.23(月)午 後

12490SunriseValieyDrive,Reston.VA,22096

Mr.JamesG.TomasHeadsupInternationalSales

TEL.703-689-6000

4.6.1会 社 概要

GTETelenet社 はGTE社 グ ループの1社 であ る。GTE社 は全米で長距離電 話部門にお い

て第3位 を 占め,ま た,全 ての コ ミュニ ケー シ ョンサ ーービス部門で も,上 位10社 以 内 に位置 して い

る。従業員 は全世界で185,000人 を擁iし,収 益額 も1982年 の118億 ドルか ら1985年 に は160億 ドル

に達 してい る。そのサ ー ビスの 内容 は80%が テ レコ ミュニ ケー ションサ ー ビスで,残 り20%が 電 気

製品の製造 等であ る。 この 中でGTETelenet社 は ネ ッ トワー クサ ー ビスを中心 に提供 してお り,

従 業員を1,500人 か かえて いる。

GTE社

TelephoneOperations

電 話 サ ー ビ ス 部 門

ConlmunicationsService

コミュニケーションサービス 部 門

DiversifiedProducts

交 換 機 等 製 造 部 門

Telenet社

ネットワークサービス

Sprint社

長 距離電話

Spacenet

衛 星 通信

T61emessager

ボ イ ス メ イ ル

MK DP MF

市場部 開発部 製造部

図4-11GTE社 お よびTelenet社 の 機構図

GTETelenet社 は,1975年 にパ ケ ッ トス ウィチィ ング方式 を採用 し,1977年 に プライベー トネ

ッ トワー ク方式 を開発 し,1979年 に はハ イブ リッ トネ ッ トワー ク方式 を開発 して いる。 同社は現在

全米の400都 市 をカバー し,世 界60ヶ 国 ヘ コ ミュニ ケー ションサー ビスを実施 して いる。 同社 の通
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信量 は4千 万パ ケ ッ ト/1日,3万 セ ッション/1日 で あ り,ホ ス トコンピュータを1,500台 保 有

してい る。 また,GTEス プ リン ト社 とUSテ レ コム社の合併を計画 して お り,今 後 も市場拡大 を

図 ってい る。

同社 に対 す る信頼 度はサー ビス部門,技 術部門で,各 々1位 を占め,多 くのユーザが取 り引きを

希望 してい る。 これ は1984年 にマ グロウ ヒル社が調査 した結果で あ る。

4.6.2ア ー クテクチャーにつ いて

今 日で は世界的 にデ ータ流通 に関す る需要 は増大 してお り,ま た,世 界中で リアル タイムの処理

が望 まれて いる。その一方で,通 信料が高 いこと,設 備投資 して もす ぐに陳腐化す る恐れ,重 複 し

た アプ リケ ーシ ョン,お よび端末装置等の機器 を必要 とする事,ホ ス トコン ピュ三 夕の安全性の確

保等の問題が山積みであ る。 これ ら広範 な問題 を解決す るのは非 常 に困難な もの とな ってい る。 こ

の理 由 と して,各 ベ ンダー が提 供 して い るシ ステ ムに整合 性 が 無 い事 が 挙 げ られ る。GTE

Telenet社 は これ らの問題 を解決 するためのネ ッ トワー クシステム用,ア ークテクチ ャーを開発 し

た。

(1)統 合 化 したシステムデザイ ン
Management

Access機 能,Switching機 能,お よび

Management機 能 に分 け,シ ステムの統合

化を図 って いる。

② 国際基準に基づいた設計

電信電話諮問委員会(CCITr)の 提言 し

た基準に基づいての設定,開 発である。

X.400

X.28 X.29 X.3

X.25 X.75 X.121

(3)オ ー プン システムの採用

IBM,DEC,WANG等 の 各ベ ンダーの機器が利用 出来 る解放型 システムであ り,パ ブ リ

ック,お よびプライベー トネ ッ トワー クと接続可能な システムであ る。

また,Access,Switeching,Managementの レイヤー機能 は次 の通 りであ る。

①Accessレ イ ヤー

あ らゆる種類 のホス トコ ンピュータ,端 末機 との接続を図 るため プロ トコルの変換,お よび

伝送エ ラーデー タの復元処理等 を行 う。
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②Switchingレ イ ヤー

通信回線上 の トラフィックの コン トロール,ま た,回 線 エラーが発生 した場合,他 ルー トへ

の変 更指示,ネ ッ トワー クコン トロールセ ンターへのアカ ウン ト情報の伝送 を行 う。

③Managementレ イ ヤー

通信状況の モニ タ リングやオ ンライ ンによ る通信完成状況の診断機能,・お よびアカ ウン ト情

報 ・統計情報の作成を し,Switchingレ イ ヤーを通 してネ ッ トワー クコ ン トロールセ ンターへ

伝送す る。

これ らとは別 に,ネ ッ トワー クアクセスコ ン トロール機能 によ りシステムへの使用制限機能が

あ り,パ ス ワー ドによ る規制,ホ ス トコン ピュータへのア クセス権 の規制,お よび特別のユ ーザ

のみが使用可能 になる機能 を備 えてい る。

.4.6.3ネ ットワークコン トロールセンター(NCC)

米国内,ヨ ーロッパ地区,お よび環太平洋地区のGTETelenet社 の通信状況を常時把握するた

めの総合通信センターである。このセンターは現時点で通信回線上に起こっている現象をダイナミ

ックにとらえる事ができ,ど の回線が使用されているか,ま た,回 線のどの部分に障害があるか,

瞬時にモニタ用画面に表示が出来る。これにより トラフィック量の多い時の分散化,・ル「 トの変更,

障害復旧等の指示を行 う。 この他に発信者,受 信者の判別,回 線使用数 パケッ ト量,が 詳細に明

示でき,ま た,デ ジタルデータかアナログデータかの表示も可能である。
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4.了PaloAltoManagementGroup,INC .

調 査 先

調査月日

住 所

訪問相手

PaloAltoManagementGroup,Inc.

6.25(水)終 日

2685MarinWay,Suite1212MountainView,CA,94043

Mr.MichaelP.BurwenPresident

TEL.415-968-4374

4.了.1会 社概要

PaloAltoManagementGroup社 は1981年 に創立された情報処理に関する総合 コンサルタント会社

で,米 匡Lヨ ーロッパ,日 本に事務所を開設 し,世 界的に活動を行っている企業である。同社は各

国,大 企業60社 以上,お よび政府機関に対 し200以 上の業務協力を行い,そ れ らを適格にまとめあ

げている。特に同社の情報処理に関する調査研究は20～30年 の経験に基づいた専門家が行っており,

その分析能力は高い評価を受けている。同社の主な業務は次のとおりである。

(1)企 業戦略の立案

(2)市 場動向の調査分析

(3)製 造計画の立案

(4)競 合会社 ・製品の分析

⑤ 販売計画の立案

(6)技 術動向の調査

(7)資 金計画

4.了.2VAN(ValueAddedNetworks)の 現 状 と傾 向

(1)VANに っ いて

過去 にお いてVANサ ー ビスは単 に,パ ケ ッ トスイ ッチ ングとプロ トコルの変換 を意 味 して い

たが,今 日で は応用技術を整備 した広 範囲なサ ービスが 含まれた もの にな っ
、て い る。1985年 の 米

国市場 での売上 は3億 ドルであ ったが,1990年 にはVANサ ー ビス は20億 ドル に達す る予定であ

る。 この間の年 間成 長率 は30%以 上 になる と予想 されて いる。

今後のVANサ ービスはパ ブリ・クネ・トワークであろうと・プライベー トネ・け づ であ

ろ うと・広範囲 な知的情報 を提供 す る もので あ り,ネ ッ トワー ク形態 は,① 広 地域 ネ ッ トワー ク

②大都市間 ネ ッ トワーク ③ ソフ トウェアデフ ァイ ンネ ッ トワー ク等が代表 され る。

この ようにVANサ ー ビスが発達 した背景 と して は,

① ネ ッ トワー ク技術が高度化 した こと

IBMの ホ ス トコンピュー タと他社 のホス トコンピュータとの接続がX400 ,X25を 用
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いて可能 になった ことや,フ ァクシ ミリとイ ンターフ ェイス出来 ることが挙げ られ る。

②Bel10peratingCompaniesの プ ライベー トなパ ケ ッ ト交換,お よ びプロ トコル交換サー ビス

が政府か ら許可 された こと。

BellAtlantic社,PacificTelesis社,BeliSouth社,SouthernNewEnglandTeiephone社

で地方用VANサ ー ビス可能 にな った。

このシステムは ローカルエ リアデー タ トランスポー トサー ビス(LocalAreaDataTransport

Services)と 呼 ば れ,通 常電話回線上 に音声 とデータを同時に伝送す るサ ー ビスシステムである。

また,VANサ ー ビスの成長を促す要因 と してSouthernNewEnglandTelephone社 とTymnet社 の

全面 的な接続が予定 されてお り,こ れが許可 され実現 す るとさらに大 きなVANシ ステムにな り,

発展 に拍車がかか る と予想 され る。

今日のVANの 主 なサー ビス内容 は

①ELECTRONICMAIL

②DATABASEACCESS

③ELECTRONICFUNDSTRANSFER

④REMOTEORDERENTRY

⑤CREDITVERIFICATION

等が あるが,今 後注 目され る もの に次のサー ビスがあ る。

①INTERNETWORKACCESS

②INTERNATIONALDOCUMENTDELIVERY

③POINT-OF-SALETRANSACTIONPROCESSING

④SOFTWAREDISTRIBUTION

ま た,既 存のVANシ ス テム に新 たに加えたサー ビスと して

①HEALTHCARE

②FINANCIALSERVICES

③ 胞NUFACTURING

等が ある。

(2)VANサ ー ビス市場 につ いて

① 市場 占有率

上位3社 で全体 の85%の 市 場 を占有 してお り,残 り15%をCElSCO,IBM,COPUSERVE,MCI社

等 で分 け合 って い る。
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会 社 名 占 有 率 備 考

TELENET 42% GTE

TYMN肌 33% MCDONNELL

UNINET 10% UNITEDTELECOM

その他 15%

②VANサ ー ビス会社 にっ いて

ア.Telenet社

Telenet社 は最近 にお いてUninet社 を買収 した ことによ り,Uninet社 の 大部分のユーザが

Telenet'社 に転向す るので市場 占有率 は50%を 超 えると予想 される。

その主なサ ー ビスは次の とお り

●ElectronicMai1

●SoftwareDistribution

・PosTransacionProcessing

・CreditCardAuthorization

・NetworkManagementTools

●Telemail

イ.Tymnet社

Tymnet社 はIBM社 の ホス トコンピュータに焦点を合わせ,市 場に進 出 している。対 象ユ

ーザ は中企業 ,お よび大企業 と してい る。大規模な顧客に対 しては,プ ライベー トなハ イ ブ

リッ ドネ ッ トワー クを開発 し,パ ブ リックサテ ライ トサー ビス も提供 してい る。

また,McdonnellDouglas社 グ ループの情報サー ビス部門を利用 し,一 貫 した市場戦 略を

とって いる。

ウ.Geisco社

Geisco社 は リモ ー トコン ピューテ ィングサー ビスか ら,VAN市 場 への展開 を図 って いる。

その理由 と して2年 程前か らタモー トコンピューテ ィングサー ビス市場が下 り坂 にな った

ためで,今 後 は国際間の商取 引き,流 通,支 払 い等 のサー ビス と特定業界 における企業 間の

デ ータ交換,資 料交換サー ビスに進 出 してい る。

エ.IBM社

IBM社 はSNAを ベ ース と した高速 ネッ トワー クシステム(IN)を 保 有 して いるが,

これ はIBMホ ス トコンピュー タを大量 に使用 して いるユ ーザ向けで,他 社の ホス トコ ンピ

ュー タとの接続 は出来ない。 また,VANサ ー ビスでの利益 は計上 されて いな い。
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オ.AT&T社

AT&T社 のNET-1000は10年 間 の研 究 と10億 ドルを投 資 して開発 したが,目 標 とか応用面

が不明確 なために昨年 この システムを取下 げた。

カ.そ の他

COMPUSERVE社,MCICOMMUNICATION社,COMPUTERSCIENCES社,AUTOMATICDATA

PROCESSING社,WANGLABORATORIES社 等 が あ るがVAN市 場 では小 さい存在で あ る。

(3}海 外 へのVANサ ー ビス

会社名
提 携(合 併)先

国 名 会 社 名

lBM 日 本 三菱商事
NTT

フランス PARIBAS
SEMA/METRA

GEISCO 日 本 日本電気

TELENET 日 本 インテック 他四社

カ ナ ダ DATA-PAC

AT&T 日 本 日本 イーエスエス

UNINET 日 本 兼松江商

(4)今 後の展望

現在VAN産 業が急成長 しているにもかかわらず,利 益を生み出している企業は少ない。例え

ば,Geisco社 は利益は出ているが,こ れは親会社のバ ックアップとリモー トコンピューティング

サービスでの利益である。 このように採算がとれない第一の理由として,実 用予測が大幅に狂っ

た事である。Telenet社 が1975年 に創立された時の予測は,1985年 迄のVANと して利用される

トラフィック量はコミュニケーションサービス全体で45%占 めるといわれていたが,現 状では10

%で あり,残 りの90%は 音声サービスである。従 って多額の投資を した割りにユーザの利用が少

ないことである。第二の理由はVANベ ンダーが業務処理に用いるアプ リケーションのサービス

を行わず,顧 客自体にさせていた事である。顧客は技術的な知識が乏 しいために,す ぐに自分達

のアプリケーションを作成できずにいた事である。第三の理由はプライベー トネ ットワーク部門

が成長 した事で,政 府系,教 育界,企 業でのみの利用であってVANサ ービスの利用を取下げて

いることである。
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また,こ れ らと同様なVANの 顧客となるであろう業種でさえVANサ ービスの利用は,一 般

的には,指 定のリモー トユーザに限定される。

今後,VANサ ービス企業として生 き残れる条件は,大 企業で投資できる財源がある会社で,

しか も長期的な利益を待てる会社である。また,便 利さと価格が勝負になる。便利さとは,ユ ー

ザのアプリケーションソフ トウェアに開発費を投下 し,ユ ーザのアプリケーションに充分サー ビ

スが出来,し か もネットワークと接続出来る事である。価格についてはユーザが利用 して経済的

に成り立ち,納 得がいくものでなければならない。

4.7.3ソ フ トウェア開発について

(1}パ ッケー ジソフ トウェア

米国におけ るパ ッケー ジソフ トウェア市場 は1985年 で150億 ドル,1990年 に は500億 ドルに成

長す る と予想 されてい る。 その 間の年 間成長率 は25%に な る。PCの マ ーケ ッ トは独立系の ソフ

トウ ェアベ ンダーによ って独 占的に供給 されてい るが,ミ ニ/メ イ ンフ レームの部門 はハー ドウ

ェアのベ ンダーが支配 して いる。 しか し,IBMに よ って導 かれるハ ー ドウェアベ ンダー は,適

切な ソフ トを開発す るため に,独 立系 との取 引を増加 している。 その背景 と して ソフ トウェア開

発費,お よびメ ンテナ ンス経費が年 々増加 し,そ の負担 に耐え られ ない状況 に直面 してい るた め

であ る。

システ ム タイプ 1985年 1990年

PC関 係 40億 ドル 140億 ドル

ミニ/メ イ ンフレーム 110億 ドル 110億 ドル

合 ・計 150億 ドル 500億 ドル 、

今後,開 発 され るソフ トウェアの分 野 は

① パ ーソナル コンピュータ用 のツールおよびア プ リケー シ ョン

② 科学技術分野 のアプ リケーシ ョン

③ ネ ッ トワークシステム ㌧,

④ 全ての クラスでのUNIX環 境 の ソフ トウェア

⑤ デス ク トップパ ブ リシング

等であ る。

数年前 においては,UNIXに っ いて今 日の よ うに,大 きな存在 になるとは考えていなか った

が,今 後 は最 も重要 な開発分野 にな る。 また,MS-DOSに つ いて も開発 は多 くな る。
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(2)ソ フ トウェア開発上の問題

① 使い易い ソフ トウエア

ー般 のユーザが ソフ トウェアを使 いこなすた めには
,そ の ソフ トウェアの 目的意識が 明確 な

こと,マ シンイ ンター フェイスを気 に しな いで済む こと,簡 単 なコマ ン ドで処理が可能 な こと,

ア プ リケー シ ョンが組織的に完備 して いることなどが要求 され る。即 ちユ ーザ フ レン ドリーな

システムであ ることが必要であ る。 しか しなが ら現実の 問題 と してUNIXお よ びMS-DO

S等 に 見 られ るように職業プ ログラマニでな いと全て を使 い こなす事が無理な場合が多 い。 こ

れはオペ レーテ ィングシステムで もア プ リケー ションの世界で も同 じことが言え る。 これ らの

解 決方 法 と して 自然言語が考 え られ るが,完 全 な自然言語 は未だ存在 して いな い。 また,米 国

で人気 のあ る汎 用パ ッケー ジプログラムLotus1-2-3(LotusDevelopmentCorp)等 が あるが,

この システムには少な くとも20本 以上 の有効な プログラムや ツールが作成 されて いる。 これ ら

を全て理解 し,使 い こなす事 は一般 のユーザで は困難 な もの になって いる。 したが って今後 は

ソフ トウェアの使 い易 さが重 要なポイ ン トにな る。

② ソフ トウェアの標 準化

標準化 はユ ーザに とっては望 ま しい事 であ るが,現 実の問題 と して各ベ ンダーの技術的 な意

見の食 い違 い,あ るいは市場 への影響等 があ り,こ こ数年で はソフ トウェアに対す る有効 な基

準 が 出来 な い と思 わ れ る。 しか しな が らISO(lnternationalOraganizationFor

Standardization)等 で,精 力的な作業 を行 って1990年 代 には

ア.UNIXオ ペ レーティ ング システム

イ.ネ ッ トワーク/コ ミュニ ケー シ ョン

ウ.周 辺機器 との イ ンターフェイス

エ.フ ァイル構造

等の標準化が可能 になると考え られ る。仮 に,こ れ らが標準化 された場合,米 国だ けで な くパ

ッケー ジソフ トウェア市場の成長 はか な り早 い もの にな る。

③ ソフ トウェアの生産性

現在,職 業プ ログラマーの ソフ トウ ェア開発の生産性が問題 になって いるが,こ の生 産性 を

高め るには 「プ ログラ ミング環境 」を考 え る必要が ある。 この分野の研究 にモ ジュー ラープ ロ

グラ ミング,お よび高級言語 の開発が あ り,こ の思想 に基づ いた もの と して,米 国国防総省で

開発 したAda言 語 が ある。

この言語 は米国防衛部 門の システムを標準化す るために開発され た もので基本 ツール と して

エデ ィター,リ ンカー,デ バ ッガーおよび コ ンフ ィガ レー ションマネ ジャーで構成 され,高 い

評価を受けてい る。 しか しなが ら周辺 を補充す るツールが不 足 しているために使 い易 さの面 で

問題が残 って いる。 また,広 い意 味で 「プログラ ミング環境 」を変え るシステム と して,こ の
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Ade言 語 をベー スに した ものに

●Rational-1000(RationalCorp .)

●AdaProgrammer'sVaxStation(DigitalEquipmentCorp .)

が 発 表 されて いる。 これ らを使用す ることによ りソフ トウェアの生産性 を約50%高 め ることが

可能 であ るが,そ れ以上の生産性を求め るには,コ ン ピュータ側 にプログラ ミング機能 を持た

せ ることが必要で,そ のための新 しい高級言語の開発が不可欠 である。 この考え方 の システム

に

・ReasoningSystems(PaloAltoManagementGroup,Inc.)

が あ る。 この システムは実験的 な もので生産性 は3倍 高 くな ると言 われ るが,NASAや 石 油

会社 が開発す る何百万 ステ ップ もある大規模 プロジェ ク ト用 で,一 般 向 きではない。

(3)AI(Artificiallntelligence)

AIは,今 や 激 しい吟味の問題 とな って いる。 これ まで は,AIの 第1の 焦点 は,知 識ベ ース

を構築 す るための ソ フ トウェアツールと,特 別 なハ ー ドウ ェアであ った。

例 えば

・LISP ,PROLOG言 語

・SYMBOLICS ,推 論 マ シン ハ ー ドウェア

1985年 に は,AI技 術 を基本 とした最初 のアプ リケー シ ョンが紹介 され始めた。 まずApplied

ExpertSystem(Canbridge,Massachusetts)社 よ り発表 された。 これ は銀 行取 引 きや仲介料 な ど

の財務 計画のた めの ター ンキー システムで,ゼ ロックス1185ワ ー クステー シ ョンを用 いて稼働 さ

れ る。

その他に は,PallaclionSoftware(Canbridge,Massachusetts)よ り発表 された もので,や は

り財務 面に関す るプ ロダ ク トもあ った。

多 くのAIソ フ トウェアや知識 ベース システムが,大 型の汎用計算機や専用 コンピュータ上で

稼働す るよ うに設計 されてL{る 間 に,低 コス トシステムの開発 も進んだ。XEROX1185/6AIワ

ー クステー シ ョンやIBMPC-AT上 に ダ ウンロー ドされ た知識 システムを的に,Intelli

corp(PaloAlto,California)は ソ フ トを開発 した。

また,数 社か ら,パ ソコンにのせ るための小規模AI開 発 システムが発表 された。

●RadianCorp ."Rulemaster"

.Teknowledge"M .1"

・SilogicCorP ."KnowledgeWorkhench"

な どで あ る。

しか し,数 多 くの企 業がAI/エ キ スパー トシステムの市場 に参入 して いるが,大 方,伝 統 的

な アプ リケー シ ョンとエキスパー トシステムを組み合わせ たよ うな ものと受 け入れ られて いる。
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MicrodatabaseSystemInc.の"GuRu"は,ス プ レッ ドシー トとワー ドプ ロセ ッシィング

との ソフ トウェアをエキスパ ー トシステム ジェネ レータと組み合わせた もので ある。

(4)お わ りに

概 して,ソ フ トウ ェア産業 は健全 であ る。新 しい概念 とアイデ アの発生 は,急 速 な割 合で増加

してお り,重 要 な蓄積 は企業 や国立研 究所,大 学,国 防省ベ ンチ ャーキ ャ ピタルなどで行われて

い る。

また,新 しい高機能ハ ー ドウェア(高 速 パ ソコンか ら並列処理 まで)は 概念の段階か ら現実の

世界へ着実 に向か って いる。
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4.8ChevronCorPoration

調 査 先

調査月日

住 所
1訪問相手

ChevronCorporation

6.26(木)午 前

555MarketStreet,SanFrancisco,CA94405

Mr.C.C.OldenburgGeneralManagerComputerServiseDep.

TEL.415-842-2135

4.8.1会 社概要

Chevron社 は石油の発掘,精 製,販 売等を行っている石油会社であり,1985年 の売上高は420億

ドル,利 益15億 ドル,従 業員61,000人 を擁 している世界的な大企業であり,Fortune誌 で全米第7

位にランクされている。同社は一日当たり160万 バーレルの石油を産出しtま た,一 日当たりの石

油製品の売上量は260万 バーレルに達 している。石油およびガス採掘用の井戸が15 ,000本 あり,

1,000万 人の顧客をかかえている。

このような大規模な企業を組織的に,か っ効率よく効果的に活動させるために,同 社はネットワ

ークシステムを含むコンピュータシステムを最大限に活用 し,企 業戦略,市 場動向,事 務管理,お

よび事務処理に対応 している。

4.8.2情 報技術部門について

(1)情 報技術部門は3部 門で構成 している。

図4-12Chevron社 の情報技術部 門

これ らの部 門に4,000人 の 従業員が お り,こ の内訳 はコン ピュータ関係 に3 ,600人,テ レコ ミ

ュニ ケー ション関係が400人 で あ る。 また,1985年 の 年間経費 はコンピュー タ関係で3億5
,000

万 ドル,テ レコ ミュニ ケー ションに1億5,000万 ドル,合 計5億 ドルを要 して いる。 テ レコ ミュ

ニケ ーシ ョン部門 には55,000台 の 電 話 と15 ,000台 の ラジオ と202,000マ イルにお よぶ専用通信 同
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線を保有 して いる。

(2)デ ー タセ ンターについて

Chevron社 は6ヶ 所 にデー タセ ンターを開設 してい るが,中 心 とな るデー タセ ンター は,カ ル

フォルニ ア州 ・サ ンフラ ンシスコの シエ ブロンパ ー クとコンコー ドの2ヶ 所であ る。

Chevron

park

Culgary

カルフォルニアナ{¶

カナダ, London

LaHabra
ニューハンプシャー洲〕

イギ リス

・Houston

テキサス州

図4-13Chevron社 の デ ー タ セ ン タ ー

(3)コ ン ピュー タシステ ム

① データセ ンターの保有 コンピュ一夕

コンコー ド

デー タセ ンター

IBM3084

バッチ/オンライン

IBM3084

バッチ/オンライン

IBM3081

バッチ/オンライン

IBM3081

タ仏 シェア

IBM3081

タイムシェァ

シェブロンバ ー ク

デ一 夕セ ンター

IBM3084

バッチ/オンライン

タ仏 シェア 3084

ソエ

測30901

タ仏 シェア

バッチ/オンライン

テス}/バックアヲプ

3084

IBM3081

タ仏 シェア

ガルフセンター
(移行中)

IBM3033

バッチ/わ ライン

IBM3033

バッチ/オンライン

IBM3033

バッチ/オンライン

IBM3033

バッチ/わ ライン

Chevron社 は最近,ガ ルフォイル社を買収 したため,ガ ルフォイル社が所有 していたデータ

センターを同社の組織に組み込むための作業を行っている。
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② 端末装置保有台数

ア.現 在の保有台数

インテリジェント端末

パーソナルコンピュータ、

テキス トプロセ ッサー

一般端末

SNA端 末

ASC皿 端末

3,500台

2,000台

5,500台

4,000台

IBM69%

HP11%

IBM28%

Xerox63%

合 計15,000台 、

イ.端 末装置の将来計 画

現在,15,000台 の 端末装置 を保有 してい るが,1993年 迄 に3万 人の スタ ッフに対 し27,000

台 の端末装置を導入す る。その うち2万2,000台 は イ ンテ リジェン ト系端末装 置に し,特 に

専 門家 向けの端末を充実 させ る。 また,パ ー ソナル コンピュータ も端 末装 置の1つ と して,

さ らに導入 を図 る予定で ある。.'F

下 図 は同社が導入す る端末装 置の拡張計画であ る。

,6千)

24

20

16

12

8

4

0

'

一

一般端末i≡≡ ≡ラ/
-

∬

,-

イノ

'
'

'

-A-

'.

インテリジェント系端末
/

/
〆
∋ ・

8586 87 888 990919 29

年

3

図4-14端 末 拡張計画
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(4)ネ ッ トワー クシステム

ネ ッ トワー ク体系 は大 きく分 けて次の2案 が考え られ るが,Chevron社 は デー タ管理を確実に

する との考 え方 で,ネ ッ トワー ク体系2を 採用す る方針で ある。

・ネ ッ トワー ク体系1

ワ ー ク

ス ァ ー ソ ヨ ン

→

←

LAN

シ ス テム

→

←

→

←

→

←

ホス ト

コンピュータ

・ネ ッ トワー ク体系2

ワ ー ク

ス ァ ー ン ヨ ン

→

←

→

←

ホス ト(必 要 に応 じてLAN,お よ び ミニ コ ン

コ ンピュ一夕 ビュー タを接続 させ る。)

そ の理 由と してネ ッ トワー ク体 系1は,デ ー タの格納部分 が4ヶ 所にな る事が考え られ る。す

なわちイ ンテ リジェン トワ一一クステーシ ョン,LANシ ス テムの ファイルサーバ,ミ ニ コンピュ

ータ部
,そ れ にホス トコ ンピュータ部 にな る。 ネ ッ トワー ク体系2で は,イ ンテ リジェン トワー

クステー シ ョンか ホス トコ ンピュータかの2ヶ 所で,デ ータ管理 が容易にな る事であ る。

⑤ 、イメー ジ処 理 にっ いて

Chevron社 で は1,000万 人 の顧客をかかえて お り,現 在,こ れ らは伝票 で処理 しているが,近

い将来 に これ ら全て をイ メー ジデー タと して処理 す る方 向で いる。 イメー ジ処理 した場 合は高速

のデータ転送用 チ ャ ンネルエキスパ ンダーを必要 とす るが,こ れ にっいての解決方法 を現在研究

している。 また,デ ータ格納 用に大規模な装置が必要 であ るが 同社 は光 デ ィス ク装 置を導入す

ることを考慮 してい る。

(6)使 用 ソフ トウ ェア

①SANソ フ トウェア

・ACF/VTAM

・ACF/NCP

・SNI

② ネ ッ トワーク システ ム診断 関係

・NPDA(NetworkProblemDeterminationApplication)

・NLDM(NetworkLogicalDataManager)

・NPM(NetworkPerformanceManager)
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③ モ リ タ リ ン グ 関 係

・CONNEWS(CLMENU)

・NCCF(NetworkCo㎜unicationsControlFacility)

・NETPIC(Travtech)

④ レ ス ポ ン ス タ イ ム モ ニ タ 関 係

・ECHO(Chevron)

・MAZDAMON(CrabamSoftware)

・NLDM(NetworkLogicalDataManager)

・NPM(NetworkPerformanceManager)

4.8.3エ キスパー トシステムについて

(1)地 質分析 ・石油探索システム

これは地層の形成過程を分析 し,地 質科学者の研究を助ける事と石油探索を行うシステムであ

る。

(2)オ イルプロダク ト&マ ーケッ トシステム

金属製品等を切断するために使用す る潤滑油を作成するためのシステムで,専 門家でな くて も

各機械工場で使用す る潤滑油の成分の分析が可能になる。

(3)マ スス トレージ故障診断システム

IBM3850マ スス トレージ(MSS)シ ステムの故障診断を行いオペレータの作業を軽減

させるシステムである。
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